
普
　
　
遍

者
　
　
た

　
「
公
孫
龍
子
」

ち通
変

論
の

立
場

浅
　
　
野
　
　
裕

序
　
　
言

落
毎
に
区
切
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
番
号
を
付
し
た
。
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こ
れ
ま
で
筆
者
は
、
『
公
孫
龍
子
』
六
篇
の
中
、
指
物
論
・
堅
白
論
・
白
馬
論
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

三
篇
に
つ
い
て
、
私
見
を
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
引
き
続
い
て
小
論
で
は
、
残
る
三

篇
の
中
か
ら
通
変
論
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
に
展
開
さ
れ
る
公
孫
龍
の
論
理
学
的
立
場

を
考
察
し
て
み
る
。

　
通
変
論
は
、
条
件
の
変
化
に
か
か
わ
ら
ず
、
常
に
一
定
不
変
の
独
立
性
を
維
持
す

る
普
遍
概
念
（
通
）
と
、
与
え
ら
れ
た
条
件
の
変
化
に
っ
れ
て
、
自
ら
も
性
質
を
変

化
さ
せ
て
行
く
特
殊
概
念
（
変
）
と
の
関
係
を
主
題
と
す
る
。
し
か
し
そ
の
内
容
は
、

古
来
難
解
を
も
っ
て
聞
こ
え
る
『
公
孫
龍
子
』
の
中
に
あ
っ
て
も
、
指
物
論
と
並
ん

で
、
と
り
わ
け
難
解
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
す
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
試
み
ら
れ

て
き
て
は
い
る
が
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
、
筆
者
に
は
納
得
し
が
た
い
部
分
を
多
く
残

し
て
い
る
。
そ
こ
で
小
論
に
お
い
て
は
、
ま
ず
通
変
論
に
対
す
る
筆
者
の
理
解
を
提

示
し
、
っ
い
で
そ
の
思
想
的
特
色
を
指
摘
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
解
釈
に
際
し
て
は
、
明
の
崇
徳
書
院
二
十
家
子
書
本
を
底
本
と
し
た
が
、
一
箇
所

だ
け
道
蔵
本
に
よ
り
校
訂
を
加
え
た
。
ま
た
行
論
の
便
宜
上
、
原
文
を
意
味
上
の
段

　
　
　
　
　
　
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
・
杜
会
科
学
）
第
二
十
巻
　
三
九
－
五
六
頁

　
　
ω
　
日
、
二
有
一
乎
。
日
、
二
無
一
。

　
　
　
　
日
く
、
二
に
一
有
る
か
。
日
く
、
二
に
一
無
し
。

　
客
は
公
孫
龍
に
対
し
、
二
の
中
に
は
一
が
存
在
す
る
か
、
と
訊
ね
る
。
客
は
自
然

数
を
計
量
数
と
し
て
の
み
提
え
、
二
は
当
然
に
一
を
含
む
、
と
の
集
合
論
的
立
場
を

取
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
客
の
期
待
に
反
し
、
公
孫
龍
は
二
の
中
に
一
は
存
在
し
な
い
と
応
答
す

る
。
．
公
孫
龍
は
、
自
然
数
の
本
質
が
計
量
数
よ
り
も
順
序
数
の
性
格
の
側
に
あ
る
と

提
え
、
二
番
目
の
数
を
意
味
す
る
二
の
中
に
は
、
一
番
目
の
数
な
る
意
味
は
全
く
合

ま
れ
な
い
、
と
の
立
場
を
取
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
公
孫
龍
は
、
自
然
数
の
本
質
た
る
順
序
数
は
、
与
件
の
如
何
に
か

か
わ
ら
ず
、
決
し
て
他
の
数
を
不
純
物
と
し
て
己
れ
の
内
部
に
混
在
さ
せ
た
り
、
逆

に
他
の
数
に
包
摂
・
吸
収
さ
れ
た
り
は
せ
ぬ
、
独
立
性
と
普
遍
性
（
通
）
を
保
持
す

昭
和
六
十
一
年
十
二
月
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普
遍
者
た
ち
（
浅
野
）

る
、
と
宣
言
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
②
　
日
、
二
有
右
乎
。
日
、
二
無
右
。

　
　
　
　
日
く
、
二
に
右
有
る
か
。
日
く
、
二
に
右
無
し
。

　
っ
ぎ
に
客
は
、
要
素
二
個
に
対
応
す
る
数
二
の
中
に
は
、
右
が
存
在
す
る
か
、
と

質
問
す
る
。
客
の
意
図
は
、
二
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、
当
然
そ
の
い
ず
れ
か
一
方
は

右
側
に
位
置
す
る
か
ら
、
二
な
る
数
概
念
は
、
そ
の
内
部
に
右
概
念
を
包
摂
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
、
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
し
か
る
に
公
孫
龍
は
、
二
の
中
に
右

は
存
在
し
な
い
と
答
え
て
、
そ
れ
を
否
定
す
る
。

　
こ
こ
で
も
公
孫
龍
は
、
二
な
る
自
然
数
の
本
質
を
、
順
序
数
と
し
て
思
考
し
て
い

る
。
数
の
本
質
た
る
順
序
数
の
性
質
に
即
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
も
と
よ
り
二
番
目

の
数
は
、
己
れ
の
中
に
右
な
る
概
念
を
包
摂
し
た
り
は
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
単

に
与
件
が
数
二
の
存
在
の
み
で
あ
れ
ば
、
二
が
そ
の
中
に
右
を
含
む
と
の
命
題
は
、

何
ら
成
立
し
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
㈹
　
日
、
二
有
左
乎
。
日
、
二
無
左
。

　
　
　
　
日
く
、
二
に
左
有
る
か
。
日
く
、
二
に
左
無
し
。

　
こ
こ
で
の
問
答
は
、
前
の
②
と
全
く
同
じ
構
造
で
あ
る
。
公
孫
龍
に
よ
れ
ば
、
数

二
の
存
在
の
み
が
与
件
で
あ
る
以
上
、
二
は
決
し
て
左
概
念
を
含
有
し
た
り
は
せ
ぬ

の
で
あ
る
。

　
　
ω
　
日
、
右
可
謂
二
乎
。
日
、
不
可
。

　
　
　
　
日
く
、
右
は
二
と
謂
う
可
き
か
。
日
く
、
不
可
な
り
。

　
客
は
、
右
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
二
と
称
せ
る
か
と
訊
ね
る
。
客
の
意
図

は
、
右
が
左
の
存
在
を
必
須
の
前
提
条
件
と
す
る
相
対
概
念
で
あ
る
以
上
、
右
の
存

在
は
、
そ
の
ま
ま
個
数
二
の
存
在
を
指
示
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
す
る
と
こ
ろ
に

あ
る
。

　
だ
が
公
孫
龍
は
そ
れ
を
否
定
し
、
す
で
に
右
が
存
在
す
る
と
の
与
件
は
、
あ
く
ま

で
も
個
数
一
の
存
在
、
す
な
わ
ち
一
番
目
の
数
の
存
在
し
か
意
味
せ
ず
、
し
た
が
っ

て
右
の
存
在
を
根
拠
に
、
そ
こ
に
二
番
目
の
数
が
あ
る
と
称
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
、
と
答
え
る
。

　
　
⑤
　
日
、
左
可
謂
二
乎
。
日
、
不
可
。

　
　
　
　
日
く
、
左
は
二
と
謂
う
可
き
か
。
日
く
、
不
可
な
り
。

　
こ
れ
も
前
の
㈹
と
全
く
同
じ
構
造
で
、
公
孫
龍
は
、
左
な
る
個
の
存
在
形
態
か

ら
、
個
数
二
の
存
在
を
導
き
出
す
論
理
は
成
立
し
な
い
と
、
重
ね
て
主
張
す
る
。

　
　
㈲
　
日
、
左
與
右
可
謂
二
乎
。
日
、
可
。

　
　
　
　
日
く
、
左
と
右
と
は
二
と
謂
う
可
き
か
。
日
く
、
可
な
り
。

　
客
は
、
左
と
右
と
が
と
も
に
存
在
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
個
数
二
が
存
在
す
る
と

称
し
て
よ
い
か
と
訊
ね
、
今
度
は
公
孫
龍
も
そ
れ
を
是
認
す
る
。
す
で
に
左
と
右
な

る
要
素
二
つ
が
抽
出
さ
れ
た
以
上
、
そ
こ
に
は
必
ず
二
番
目
の
数
が
存
在
す
る
か
ら

で
あ
る
。

　
　
m
　
日
、
謂
愛
非
不
愛
、
可
乎
。
日
、
可
。

　
　
　
　
日
く
、
変
ず
る
は
変
ぜ
ざ
る
に
非
ず
と
謂
う
は
、
可
な
ら
ん
か
。
日
く
、

　
　
　
　
可
な
り
。

　
客
は
、
与
件
の
如
何
に
応
じ
て
変
化
す
る
概
念
（
変
）
と
は
、
与
件
の
如
何
に
よ

ら
ず
決
し
て
変
化
し
な
い
概
念
（
不
変
）
で
は
な
い
概
念
で
あ
る
、
と
定
義
す
る
こ

と
は
可
能
か
と
問
う
。
そ
し
て
公
孫
龍
も
そ
れ
を
承
認
す
る
。

　
　
㈱
　
日
、
右
有
與
。
可
謂
愛
乎
。
日
、
可
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
み

　
　
　
　
日
く
、
右
は
与
す
る
も
の
有
り
。
変
ず
と
謂
う
可
き
か
。
日
く
、
可
な
り
。

　
そ
も
そ
も
客
は
、
左
右
を
相
対
的
位
置
概
念
と
し
て
の
み
理
解
し
て
い
る
。
故
に

客
に
と
っ
て
は
、
右
側
に
位
置
す
る
も
の
、
す
な
わ
ち
右
概
念
の
成
立
は
、
対
応
者
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（
与
）
と
し
て
の
左
側
に
位
置
す
る
も
の
、
す
な
わ
ち
左
概
念
の
存
在
を
、
必
須
の

前
提
条
件
と
す
る
。

　
そ
こ
で
客
は
、
左
の
位
置
変
化
に
つ
れ
て
、
か
つ
て
の
右
が
左
へ
と
移
行
し
変
化

す
る
事
態
を
合
意
し
つ
つ
、
右
は
可
変
概
念
と
見
な
し
て
よ
い
か
、
と
の
質
問
を
発

し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
公
孫
龍
は
、
表
面
上
は
そ
れ
を
肯
定
す
る
。

　
　
⑨
　
日
、
愛
隻
。
日
、
右
。

　
　
　
　
日
く
、
隻
を
変
ぜ
ん
。
日
く
、
右
な
り
。

　
公
孫
龍
か
ら
右
が
可
変
概
念
で
あ
る
と
の
言
質
を
取
っ
た
客
は
、
相
対
の
片
方

（
隻
）
、
す
な
わ
ち
こ
の
場
合
は
左
側
に
位
置
す
る
も
の
を
、
右
の
向
う
側
へ
位
置
変

化
さ
せ
る
と
の
条
件
を
提
起
す
る
。
当
然
な
が
ら
客
は
、
こ
の
条
件
変
更
に
よ
っ

て
、
か
っ
て
の
右
が
左
に
変
化
す
る
と
の
答
を
予
想
し
て
い
る
。

　
し
か
る
に
公
孫
龍
は
客
の
期
待
を
裏
切
り
、
そ
れ
で
も
右
は
依
然
と
し
て
右
の
ま

ま
で
あ
る
、
と
返
答
す
る
。
そ
れ
は
、
公
孫
龍
が
左
右
の
本
質
を
位
置
概
念
と
し
て

で
は
な
く
、
方
向
概
念
と
捉
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
右
が
右
側
で
は
な
く
、
右
向

き
を
意
味
す
る
な
ら
ば
、
右
は
相
手
、
す
な
わ
ち
左
向
き
の
位
置
変
化
に
何
ら
影
響

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
常
に
右
方
向
の
み
を
指
し
続
け
る
。

　
こ
こ
に
至
っ
て
、
公
孫
龍
が
「
右
は
与
す
る
も
の
有
り
。
変
ず
と
謂
う
可
き
か
」

⑧
と
の
客
の
問
い
を
容
認
し
た
の
も
、
決
し
て
客
と
同
一
の
思
考
に
立
っ
て
の
も
の

で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
公
孫
龍
は
、
右
向
き
が
観
念
上
左
向
き
と
対
置

さ
れ
る
相
対
概
念
で
あ
る
と
の
意
味
で
、
右
に
「
与
す
る
も
の
有
る
」
性
格
を
認
め

た
に
過
ぎ
ず
、
右
と
左
が
常
に
相
手
の
存
在
を
自
己
存
立
の
必
要
条
件
と
す
る
と
の

意
味
で
、
そ
れ
を
肯
定
し
た
の
で
は
な
い
。
同
様
に
、
右
が
自
ら
左
に
向
き
を
変
更

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

す
る
場
合
を
想
定
し
て
、
右
が
可
変
で
あ
る
こ
と
を
容
認
し
た
ま
で
で
あ
っ
て
、
決

し
て
右
が
左
の
位
置
変
化
に
影
響
さ
れ
て
、
右
か
ら
左
へ
の
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ

　
　
　
　
　
　
普
遍
者
た
ち
（
浅
野
）

る
と
の
意
味
で
、
そ
れ
を
肯
定
し
た
の
で
も
な
い
。

　
ま
た
④
や
⑤
で
、
公
孫
龍
が
「
右
は
二
と
謂
う
可
き
か
」
と
か
、
「
左
は
二
と
謂

う
可
き
か
」
と
の
客
の
提
起
を
否
定
し
た
行
為
も
、
彼
が
左
右
の
本
質
を
向
き
と
捉

え
て
い
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
真
意
を
諒
解
し
う
る
。
空
間
に
単
一
の
個
物
が

存
在
す
る
の
み
で
は
、
そ
れ
を
右
側
に
位
置
す
る
と
も
、
左
側
に
位
置
す
る
と
も
決

定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
個
物
二
が
左
右
に
占
位
し
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
両
者
を

右
側
と
左
側
と
に
区
分
で
き
る
。
そ
こ
で
客
の
よ
う
に
、
左
右
を
位
置
概
念
と
し
て

の
み
理
解
す
る
な
ら
ば
、
右
や
左
が
そ
れ
単
独
で
存
在
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
な

り
、
必
ず
個
数
二
の
存
在
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

　
と
こ
ろ
が
公
孫
龍
の
よ
う
に
、
左
右
を
方
向
と
理
解
す
る
な
ら
ば
、
空
間
に
右
向

き
の
も
の
一
個
、
あ
る
い
は
左
向
き
の
も
の
一
個
だ
け
が
、
独
自
に
存
立
し
う
る
。

右
向
き
は
、
概
念
上
左
向
き
と
対
置
さ
れ
る
と
し
て
も
、
左
向
き
の
存
在
を
何
ら
侍

ま
ず
に
、
己
れ
の
み
で
右
向
き
な
る
性
格
を
完
全
に
保
持
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
公

孫
龍
に
お
い
て
は
、
右
が
存
在
す
る
、
あ
る
い
は
左
が
存
在
す
る
と
の
与
件
は
、
あ

く
ま
で
も
独
立
の
個
数
一
が
存
在
す
る
こ
と
し
か
意
味
せ
ぬ
の
で
あ
る
。

　
　
ω
　
日
、
右
萄
愛
、
安
可
謂
右
。
萄
不
愛
、
安
可
謂
愛
。
二
萄
無
左
、
又
無
右
、

　
　
　
　
二
者
左
與
右
奈
何
。

　
　
　
　
日
く
、
右
萄
く
も
変
ず
れ
ば
、
．
安
ん
ぞ
右
と
謂
う
可
け
ん
や
。
萄
く
も
変

　
　
　
　
ぜ
ざ
れ
ば
、
安
ん
ぞ
変
ず
と
謂
う
可
け
ん
や
。
二
に
萄
く
も
左
無
く
、
又

　
　
　
　
た
右
無
け
れ
ば
、
二
な
る
者
の
左
と
右
と
は
奈
何
。

　
公
孫
龍
の
返
答
に
激
怒
し
た
客
は
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
反
駁
す
る
。
左
が
右
に
位
置

を
変
化
さ
せ
た
と
仮
定
す
る
以
上
、
か
つ
て
の
右
は
、
今
度
は
左
に
変
化
し
た
は
ず

で
あ
る
。
そ
れ
を
ど
う
し
て
、
依
然
と
し
て
右
の
ま
ま
だ
な
ど
と
言
い
張
る
の
か
。

そ
も
そ
も
あ
な
た
は
m
に
お
い
て
、
変
化
す
る
と
は
不
変
な
の
で
は
な
い
、
と
の
私
の
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普
遍
者
た
ち
（
浅
野
）

見
解
を
肯
定
し
て
い
た
で
は
な
い
か
。
も
し
右
概
念
が
、
．
片
側
の
位
置
変
化
に
関
わ

ら
ず
常
に
不
変
な
の
で
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
⑧
で
右
が
可
変
で
あ
る
と
認
め
た
の
か
。

　
し
か
も
あ
な
た
は
、
②
と
③
で
、
〕
一
に
右
無
し
」
と
か
コ
一
に
左
無
し
」
な
ど

と
断
定
し
た
が
、
す
で
に
個
数
二
が
存
在
し
て
い
な
が
ら
、
そ
こ
に
左
も
右
も
な
い

と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
個
数
二
が
存
在
す
る
場
合
の
左
右
の
位
置
関
係
は
、
い
っ
た

い
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
の
か
。

　
こ
う
し
た
議
論
の
行
き
違
い
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
客
が
数
の
性
格
を
計
量
数
と

し
て
の
み
理
解
し
、
ま
た
左
右
の
性
格
を
位
置
関
係
と
し
て
の
み
理
解
す
る
の
に
反

し
、
公
孫
龍
が
数
の
本
質
を
順
序
数
と
し
て
把
握
し
、
左
右
の
本
質
を
方
向
と
捉
え

る
と
い
っ
た
、
両
者
の
思
考
の
根
本
的
差
異
に
由
来
し
て
い
る
。
だ
が
公
孫
龍
は
、

客
と
の
基
本
的
立
場
の
違
い
を
明
示
し
て
、
客
の
反
駁
に
直
接
応
酬
す
る
こ
と
な

く
、
解
答
を
先
送
り
し
た
ま
ま
、
新
た
な
主
題
へ
と
議
論
を
転
換
し
て
行
く
。

　
　
　
　
（
3
）

　
　
ω
　
日
、
羊
合
牛
非
馬
。
牛
合
羊
非
鶏
。
日
、
何
哉
。

　
　
　
　
日
く
、
羊
は
牛
に
合
し
て
馬
に
非
ず
。
牛
は
羊
に
合
し
て
鶏
に
非
ず
。
日

　
　
　
　
く
、
何
ぞ
や
。

　
公
孫
龍
は
、
羊
は
牛
と
同
類
を
形
成
し
て
、
馬
は
異
類
と
し
て
対
象
か
ら
排
除
さ

れ
、
ま
た
牛
は
羊
と
同
類
を
形
成
し
て
、
鶏
は
異
類
と
し
て
対
象
か
ら
除
外
さ
れ

る
、
と
の
分
類
法
を
提
示
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
客
は
、
そ
の
理
由
を
訊
ね
る
。

　
　
⑫
　
日
、
羊
與
牛
唯
異
、
羊
有
歯
、
牛
無
歯
、
而
牛
之
非
羊
也
、
羊
之
非
牛
也
、

　
　
　
　
未
可
。
是
不
倶
有
、
而
或
類
焉
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
え
ど
（
4
）

　
　
　
　
日
く
、
羊
と
牛
と
は
異
な
る
と
唯
も
、
羊
に
歯
有
り
て
、
牛
に
歯
無
け
れ

　
　
　
　
ば
、
而
ち
牛
の
羊
に
非
ず
、
羊
の
牛
に
非
ず
と
す
る
は
、
未
だ
可
な
ら
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ね
（
5
）

　
　
　
　
是
れ
倶
に
は
有
ら
ざ
る
も
、
而
し
て
或
に
類
す
る
な
り
。

　
客
の
問
い
に
応
じ
、
公
孫
龍
は
っ
ぎ
の
よ
う
に
、
上
記
の
分
類
法
の
論
拠
を
解
説

し
は
じ
め
る
。
羊
と
牛
と
は
、
も
と
も
と
は
異
種
で
あ
る
。
だ
が
羊
に
は
歯
が
あ
り
、

牛
に
は
歯
が
な
い
と
の
、
た
だ
一
つ
の
差
異
の
み
を
基
準
に
、
牛
と
羊
と
を
互
い
に

異
類
に
分
類
す
る
の
は
、
不
充
分
な
思
考
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
た
と
え
両
者
の
間
に

共
通
し
な
い
要
素
が
存
在
し
て
も
、
分
類
上
は
両
者
が
常
に
同
類
を
形
成
す
る
事
例

で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
こ
こ
で
公
孫
龍
は
、
歯
の
有
無
な
る
相
違
点
一
っ
は
、
決
し
て
牛
と
羊

が
同
類
で
あ
る
こ
と
を
妨
げ
ず
、
牛
と
羊
は
恒
常
的
に
同
類
を
形
成
す
る
、
と
主
張

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
⑬
　
羊
有
角
、
牛
有
角
、
牛
之
而
羊
也
、
羊
之
而
牛
也
、
未
可
。
是
倶
有
、
而

　
　
　
　
類
之
不
同
也
。

　
　
　
　
羊
に
角
有
り
て
、
牛
に
も
角
有
れ
ば
、
牛
の
而
ち
羊
な
り
、
羊
の
而
ち
牛

　
　
　
　
な
り
と
す
る
は
、
未
だ
可
な
ら
ず
。
是
れ
倶
に
は
有
れ
ど
も
、
而
し
て
類

　
　
　
　
の
同
じ
か
ら
ざ
る
な
り
。

　
さ
ら
に
公
孫
龍
は
、
⑫
と
は
逆
の
場
合
を
も
設
定
し
て
解
説
を
加
え
る
。
羊
も
牛

も
有
角
で
あ
る
と
の
共
通
性
一
つ
の
み
を
基
準
に
、
牛
と
羊
と
を
直
ち
に
同
類
に
分

類
す
る
の
は
、
や
は
り
不
充
分
な
思
考
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
た
と
え
両
者
に
共
通
す

る
要
素
が
存
在
し
て
い
て
も
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
そ
の
ま
ま
同
類
と
は
な
ら
な
い
事

例
で
あ
る
。

　
前
の
⑫
と
同
様
に
、
こ
こ
で
も
公
孫
龍
は
、
有
角
な
る
共
通
点
一
つ
の
み
で
は
、

牛
と
羊
を
同
類
と
す
る
に
は
論
拠
不
足
だ
と
主
張
す
る
。

　
　
ω
　
羊
牛
有
角
、
馬
無
角
。
馬
有
尾
、
羊
牛
無
尾
。
故
日
、
羊
合
牛
非
馬
也
。

　
　
　
　
非
馬
者
無
馬
也
。
無
馬
者
、
羊
不
二
、
牛
不
二
、
而
羊
牛
二
。
是
而
羊
而

　
　
　
　
牛
非
馬
、
可
也
。
若
撃
而
以
是
、
猶
類
之
不
同
。
若
左
右
猪
是
撃
。

　
　
　
　
羊
と
牛
に
は
角
有
る
も
、
馬
に
は
角
無
し
。
馬
に
は
尾
有
る
も
、
羊
と
牛
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に
は
尾
無
し
。
故
に
日
く
、
羊
は
牛
に
合
し
て
馬
に
非
ざ
る
な
り
と
。
馬

　
　
　
　
に
非
ざ
る
と
は
馬
無
き
な
り
。
馬
無
け
れ
ば
、
羊
は
二
た
ら
ず
、
牛
は
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
つ

　
　
　
　
た
ら
ず
し
て
、
羊
と
牛
と
二
た
り
。
是
を
而
て
羊
と
牛
と
は
馬
に
非
ず
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
　
　
　
す
る
は
、
可
な
り
。
若
の
挙
は
而
ち
是
を
以
て
せ
ば
、
猶
お
類
の
同
じ
か

　
　
　
　
ら
ざ
る
な
り
。
左
右
の
若
き
も
猶
お
是
の
挙
の
ご
と
し
。

　
単
に
共
通
点
一
つ
の
み
、
あ
る
い
は
相
違
点
一
つ
の
み
を
理
由
に
、
二
種
の
対
象

を
同
類
や
異
類
に
分
類
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
の
前
置
き
⑫
⑬
を
踏
ま
え
て
、
い
よ

い
よ
公
孫
龍
は
、
ω
の
前
半
、
「
羊
は
牛
に
合
し
て
馬
に
非
ず
」
と
す
る
分
類
法
の

論
拠
を
開
示
す
る
。

　
羊
・
牛
・
馬
三
者
に
対
象
を
限
定
し
た
上
、
そ
れ
ら
の
同
異
を
分
類
す
る
場
合
、

羊
も
牛
も
、
有
角
・
無
尾
な
る
二
個
の
共
通
要
素
を
備
え
て
い
る
。
そ
こ
で
羊
と
牛

と
は
、
こ
れ
ら
二
っ
の
共
通
点
に
よ
っ
て
、
合
同
し
て
同
類
を
形
成
す
る
。
こ
れ
に

反
し
、
馬
は
無
角
・
有
尾
で
あ
り
、
羊
・
牛
に
対
す
る
こ
れ
ら
二
個
の
相
違
点
に
よ

っ
て
、
羊
・
牛
と
は
異
類
に
分
類
さ
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
私
は
、
⑪
で
「
羊
は
牛
に

合
し
て
馬
に
非
ず
」
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
二
個
の
共
通
点
と
二
個
の
相
違
点
と
を
基
準
に
し
て
、
羊
・
牛
が

馬
と
は
内
包
を
異
に
す
る
（
非
馬
）
と
す
れ
ば
、
羊
・
牛
を
包
摂
す
る
類
の
外
延
中

に
、
馬
は
同
類
を
組
む
べ
き
選
択
対
象
と
し
て
存
在
せ
ず
（
無
馬
）
、
し
た
が
っ
て

羊
と
牛
と
は
、
馬
を
相
手
に
同
類
－
（
二
）
を
形
成
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
こ
で
、
羊

と
牛
と
が
組
ん
で
同
類
（
二
）
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
思
考
形
式
を
経
由
し
た
上
で
、
羊
と
牛
と
が
同
類
で
あ
り
、
馬
は
異
類
で

あ
る
と
す
る
分
類
法
は
、
⑫
や
⑬
と
は
違
っ
て
、
充
分
な
正
当
性
を
保
持
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
対
象
の
選
別
法
が
、
二
個
の
共
通
点
と
相
違
点
を
内
包
に
す
る
と
の

判
断
形
式
に
基
づ
く
以
上
、
こ
の
場
合
に
限
っ
て
は
、
馬
は
羊
・
牛
と
は
同
類
を
形

　
　
　
　
　
　
普
遍
者
た
ち
（
浅
野
）

成
し
な
い
、
と
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
あ
な
た
は
①
①
．
で
、
「
二
な
る
者
の
左
と
右

と
は
奈
何
」
と
訊
ね
て
い
た
が
、
私
が
②
か
ら
㈲
に
か
け
て
述
べ
た
二
と
左
右
と
の

（7）　（8）　（9）
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関
係
も
、
実
は
こ
こ
に
示
し
た

対
象
の
抽
出
法
と
同
様
の
判
断

形
式
に
依
拠
し
て
い
た
の
で
あ

　
る
。

　
最
後
に
公
孫
龍
は
、
再
び
二

と
左
右
と
の
関
係
を
持
ち
出

し
、
返
答
を
保
留
し
て
き
た
ω

で
の
客
の
質
問
に
、
は
じ
め
て

解
答
す
る
。
た
だ
し
公
孫
龍
の

発
言
は
簡
略
に
過
ぎ
、
そ
の
意

図
を
理
解
し
が
た
い
と
思
わ
れ

る
の
で
、
つ
ぎ
に
図
を
示
し
て

説
明
を
加
え
て
み
る
。

　
ま
ず
、
　
「
数
二
が
あ
れ
ば

（
A
）
、
数
一
が
あ
る
（
B
）
」

と
の
命
題
を
扱
う
ω
で
は
、
客

の
ご
と
く
一
と
二
を
表
層
、
す

な
わ
ち
計
量
数
の
領
域
に
お
い

．
て
捉
え
る
な
ら
ば
、
A
は
B
の

十
分
条
件
と
な
り
、
ま
た
B
ば

A
の
必
要
条
件
と
な
っ
て
、
ζ

の
命
題
は
成
立
す
る
。
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普
遍
者
た
ち
（
浅
野
）

　
と
こ
ろ
が
公
孫
龍
の
ご
と
く
、
一
と
二
を
基
層
、
す
な
わ
ち
順
序
数
の
領
域
で
提

え
る
な
ら
ば
、
A
は
B
の
十
分
条
件
と
な
ら
ず
、
ま
た
B
は
A
の
必
要
条
件
と
な
ら

ず
に
、
こ
の
命
題
は
不
成
立
に
終
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
場
合
は
数
は
時
問
的
継
起

に
お
い
て
把
握
さ
れ
、
い
ま
二
番
目
の
数
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
同
時
に
一
番
目
の

数
が
存
在
す
る
こ
と
を
意
味
せ
ず
、
逆
に
い
ま
も
一
番
目
の
数
が
存
在
し
続
け
る
こ

と
は
、
い
ま
二
番
目
の
数
が
存
在
す
る
た
め
に
必
須
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
二
番

目
の
数
が
先
行
す
る
一
番
目
の
数
を
自
己
存
在
の
根
拠
と
し
て
前
提
す
る
こ
と
と
、
一

二
番
目
の
位
置
に
同
時
に
一
番
目
の
位
置
が
存
在
す
る
こ
と
と
は
、
全
く
別
問
題
で

あ
る
。
も
し
時
問
的
継
起
を
抹
消
し
て
、
二
と
一
と
の
存
在
の
同
時
性
を
主
張
し
よ

う
と
す
る
の
な
ら
、
や
は
り
客
の
よ
う
に
数
を
計
量
数
の
領
域
で
の
み
扱
い
、
数
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

集
合
と
対
応
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
ω
の
命
題
は
、
表
層
で
の
み
成
立
し
て
、
基
層
で
は
成
立
せ
ず
、
異
な
る
二

っ
の
領
域
の
中
、
こ
の
命
題
が
正
当
性
を
保
持
で
き
る
領
域
は
、
一
個
だ
け
と
な
る
。

　
っ
ぎ
に
、
「
数
二
が
あ
れ
ば
（
A
）
、
右
が
あ
る
（
B
）
」
と
の
命
題
を
扱
う
②
で

は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
も
と
よ
り
こ
の
場
合
に
客
は
、
位
置
概
念
を
左
右
の
関
係

に
限
定
し
、
前
後
・
上
下
の
位
置
関
係
を
除
外
し
た
上
で
、
数
二
と
左
右
と
の
関
係

を
問
題
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
客
の
ご
と
く
、
一
と
二
を
表
層
た
る
計
量
数
の
領
域

で
、
ま
た
左
と
右
と
を
や
は
り
表
層
た
る
位
置
概
念
の
領
域
で
捉
え
る
な
ら
ば
、
A

は
B
の
十
分
条
件
、
B
は
A
の
必
要
条
件
と
な
っ
て
、
こ
の
命
題
は
成
立
す
る
。

　
し
か
る
に
公
孫
龍
の
ご
と
く
、
一
と
二
を
基
層
た
る
順
序
数
の
領
域
で
、
ま
た
左

と
右
を
も
基
層
た
る
方
向
概
念
で
捉
え
る
と
き
は
、
A
は
B
の
十
分
条
件
と
な
ら

ず
、
B
は
A
の
必
要
条
件
と
な
ら
ず
に
、
こ
の
命
題
は
不
成
立
に
終
る
。
な
ぜ
な

ら
、
左
向
き
の
も
の
二
個
が
存
在
す
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
二
番
目
の
数
が
存
在
す
る

こ
と
は
、
右
向
き
の
も
の
の
存
在
を
何
ら
意
味
せ
ず
、
ま
た
右
向
き
の
も
の
が
存
在

し
な
け
れ
ば
、
二
番
目
の
数
は
存
在
し
な
い
と
も
言
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
②
の
命
題
は
、
表
層
同
士
の
問
で
の
み
成
立
し
て
、
基
層
同
士
の
間
で
は

成
立
せ
ず
、
結
局
こ
の
命
題
が
正
当
性
を
保
持
す
る
の
は
、
表
層
同
士
を
組
み
合
わ

せ
た
領
域
一
っ
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
数
二
が
あ
れ
ば
（
A
）
、
左
が

あ
る
（
B
）
」
と
の
命
題
を
扱
う
㈹
も
、
こ
れ
と
全
く
同
じ
性
質
を
示
す
。

　
続
い
て
、
「
右
が
あ
れ
ば
（
A
）
、
数
二
が
あ
る
（
B
）
」
と
の
命
題
を
扱
う
ω
に

移
ろ
う
。
客
の
ご
と
く
、
左
右
を
表
層
、
一
と
二
を
も
表
層
で
捉
え
る
な
ら
ば
、
A

は
B
の
十
分
条
件
、
B
は
A
の
必
要
条
件
と
な
っ
て
、
こ
の
命
題
は
成
立
す
る
。

　
こ
れ
に
反
し
て
公
孫
龍
の
ご
と
く
、
両
者
を
と
も
に
基
層
の
領
域
で
提
え
る
と
き

は
、
A
は
B
の
十
分
条
件
と
な
ら
ず
、
B
も
A
の
必
要
条
件
と
な
ら
ず
に
、
こ
の
命

題
は
不
成
立
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
右
向
き
の
も
の
一
個
の
み
が
存
在
す
る
と
仮
定

す
れ
ば
、
右
向
き
の
も
の
の
存
在
は
、
そ
こ
に
二
番
目
の
数
が
あ
る
こ
と
を
何
ら
意

味
せ
ず
、
ま
た
二
番
目
の
数
が
な
く
て
も
、
そ
こ
に
右
向
き
の
も
の
が
存
在
し
う
る

か
ら
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
ω
の
命
題
も
、
表
層
同
士
を
組
み
合
わ
せ
た
領
域
で
の
み
成
立
し
、
基
層
同

士
を
組
み
合
わ
せ
た
領
域
で
は
成
立
し
な
い
か
ら
、
こ
の
命
題
が
正
当
性
を
保
持
す

る
領
域
は
、
や
は
り
一
っ
だ
け
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
「
左
が
あ
れ
ば
（
A
）
、

数
二
が
あ
る
（
B
）
」
と
の
命
題
を
扱
う
⑤
も
、
こ
れ
と
全
く
同
じ
性
質
を
持
つ
。

　
そ
れ
で
は
、
「
左
と
右
と
が
あ
れ
ば
（
A
）
、
数
二
が
あ
る
（
B
）
」
と
の
命
題
を

扱
う
⑥
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
客
の
ご
と
く
、
左
右
を
表
層
、
二
を
も
表
層
に
お

い
て
捉
え
る
と
き
、
A
は
B
の
十
分
条
件
、
B
は
A
の
必
要
条
件
と
な
っ
て
、
こ
の

命
題
は
成
立
す
る
。

　
ま
た
公
孫
龍
の
ご
と
く
、
左
右
と
二
の
両
者
を
と
も
に
基
層
の
領
域
で
提
え
た
場

合
で
も
、
A
は
B
の
十
分
条
件
、
B
は
A
の
必
要
条
件
と
な
っ
て
、
や
は
り
こ
の
命
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題
は
成
立
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
左
向
き
の
も
の
と
右
向
き
の
も
の
と
が
存
在
す
る
以

上
、
そ
の
ど
ち
ら
か
ら
数
え
は
じ
め
て
も
、
そ
こ
に
は
二
番
目
の
数
が
存
在
す
る
こ

と
に
な
り
、
ま
た
二
番
目
の
数
が
存
在
し
な
い
と
す
れ
ば
、
左
向
き
の
も
の
か
、
右

向
き
の
も
の
か
、
い
ず
れ
か
一
方
は
そ
こ
に
存
在
し
え
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
㈲
の
命
題
は
、
表
層
同
士
を
組
み
合
わ
せ
た
領
域
で
も
、
基
層
同
士

を
組
み
合
わ
せ
た
領
域
で
も
、
と
も
に
成
立
し
、
異
質
な
二
つ
の
領
域
に
亙
っ
て
正

当
性
を
確
保
す
る
。
留
意
す
べ
き
は
、
公
孫
龍
が
こ
の
㈲
の
命
題
に
対
し
て
の
み
、

そ
の
正
当
性
を
肯
定
す
る
点
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
「
左
右
の
左
が
位
置
を
変
化
さ
せ
れ
ば
（
A
）
、
か
っ
て
の
右
は
左
に
な

る
（
B
）
」
と
の
命
題
を
扱
う
、
m
⑧
⑨
を
考
え
て
み
よ
う
。
客
の
よ
う
に
、
左
右

を
表
層
で
捉
え
る
な
ら
ば
、
A
は
B
の
十
分
条
件
、
B
は
A
の
必
要
条
件
と
な
っ

て
、
こ
の
命
題
は
成
立
す
る
。

　
と
こ
ろ
が
公
孫
龍
の
ご
と
く
、
左
右
を
基
層
で
提
え
る
と
き
は
、
A
は
B
の
十
分

条
件
と
な
ら
ず
、
B
は
A
の
必
要
条
件
と
な
ら
ず
に
、
こ
の
命
題
は
不
成
立
に
終

る
。
な
ぜ
な
ら
、
左
向
き
の
も
の
の
位
置
を
右
向
き
の
も
の
の
向
う
側
に
変
化
さ
せ

て
も
、
右
向
き
の
も
の
が
示
す
方
向
は
依
然
と
し
て
右
の
ま
ま
で
あ
り
、
ま
た
右
向

き
の
も
の
が
左
に
向
き
を
変
え
な
く
て
も
、
左
向
き
の
も
の
が
そ
の
位
置
を
変
化
さ

せ
る
こ
と
は
、
い
く
ら
で
も
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
と
す
れ
ば
m
⑧
倒
の
命
題
は
、
表
層
で
の
み
成
立
し
て
、
基
層
で
は
成
立
せ
ず
、

こ
の
命
題
が
正
当
性
を
保
持
す
る
領
域
は
一
個
だ
け
と
な
る
。

　
以
上
解
説
し
て
き
た
よ
う
に
、
ω
か
ら
⑨
ま
で
の
七
種
の
命
題
に
対
し
、
公
孫
龍

は
異
な
る
二
っ
の
領
域
に
亙
る
正
当
性
を
要
求
し
、
こ
れ
が
満
た
さ
れ
た
と
き
に
限

り
、
そ
の
命
題
の
成
立
を
是
認
す
る
。
公
孫
龍
は
、
羊
・
牛
・
馬
三
者
の
同
異
を
区

分
す
る
に
あ
た
り
、
共
通
点
一
っ
や
相
違
点
一
っ
の
み
に
よ
る
分
類
を
否
定
し
て
、

　
　
　
　
　
　
普
遍
者
た
ち
（
浅
野
）

必
ず
共
通
点
二
っ
と
相
違
点
二
っ
を
揃
え
た
上
で
分
類
す
る
よ
う
要
求
す
る
が
、
二

と
左
右
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
諸
命
題
に
対
し
て
も
、
こ
れ
と
同
様
の
判
断
形
式
を
踏

む
べ
き
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
　
1
5
　
牛
羊
有
毛
、
鶏
有
羽
。
謂
鶏
足
一
、
敷
足
二
、
二
而
一
、
故
三
。
謂
牛
羊

　
　
　
　
足
一
、
数
足
四
、
四
而
一
、
故
五
。
牛
羊
足
五
、
鶏
足
三
。
故
日
、
牛
合

　
　
　
　
羊
非
鶏
。
非
有
以
非
鶏
也
、
與
馬
以
鶏
、
寧
馬
。
材
不
材
、
其
無
以
類
審

　
　
　
　
集
。
撃
是
謂
乱
名
。
是
狂
撃
。

　
　
　
　
牛
と
羊
に
は
毛
有
り
て
、
鶏
に
は
羽
有
り
。
鶏
の
足
と
謂
え
ば
一
、
足
を

　
　
　
　
数
う
れ
ば
二
。
二
と
一
、
故
に
三
。
牛
羊
の
足
と
謂
え
ば
一
、
足
を
数
う

　
　
　
　
れ
ば
四
。
四
と
一
、
故
に
五
。
牛
と
羊
の
足
は
五
に
し
て
、
鶏
の
足
は

　
　
　
　
三
。
故
に
日
く
、
牛
は
羊
に
合
し
て
鶏
に
非
ず
と
。
以
て
鶏
に
非
ざ
る
こ

　
　
　
　
と
有
る
に
は
非
ざ
る
も
、
馬
と
鶏
と
を
以
て
せ
ば
、
寧
ろ
馬
な
ら
ん
。
材

　
　
　
　
と
不
材
と
は
、
其
の
以
て
類
す
る
無
き
こ
と
審
ら
か
な
れ
ば
な
り
。
是
を

　
　
　
　
挙
ぐ
る
は
名
を
乱
す
と
謂
う
。
是
れ
狂
挙
な
り
。

　
前
の
ω
で
は
、
牛
・
羊
・
馬
三
者
間
の
同
異
が
説
か
れ
、
公
孫
龍
は
牛
と
羊
を
同

類
と
し
て
、
馬
を
異
類
と
す
る
結
論
を
導
き
出
し
た
。
そ
れ
に
対
し
今
度
の
⑯
で

は
、
公
孫
龍
は
新
た
に
鶏
を
加
え
、
以
下
の
ご
と
く
牛
・
羊
・
馬
・
鶏
四
者
問
の
同

異
を
論
ず
る
。

　
牛
と
羊
の
両
者
が
有
毛
で
あ
る
の
に
対
し
、
鶏
の
み
は
有
羽
で
あ
る
。
ま
た
鶏
の

足
と
だ
け
称
す
れ
ば
、
そ
の
数
は
一
で
あ
り
、
具
体
的
に
足
を
勘
定
す
れ
ば
、
そ
の

数
は
二
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
足
概
念
一
と
具
体
数
二
と
を
合
計
す
れ
ば
、
鶏
の
足
は

　
　
　
　
　
（
7
）

結
局
三
足
と
な
る
。
牛
や
羊
の
足
と
だ
け
称
す
れ
ば
、
そ
の
数
は
や
は
り
一
で
あ
る

が
、
具
体
的
に
足
を
勘
定
す
れ
ば
、
そ
の
数
は
四
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
足
概
念
一
と

具
体
数
四
と
を
合
算
す
れ
ば
、
牛
や
羊
の
足
は
結
局
五
足
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
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牛
と
羊
の
足
の
数
が
と
も
に
五
で
あ
る
の
に
反
し
、
鶏
の
足
の
数
だ
け
は
三
で
あ

る
。
こ
れ
に
、
最
初
に
挙
げ
た
有
毛
・
有
羽
な
る
共
通
点
と
相
違
点
と
を
加
え
れ

ば
、
牛
と
羊
と
の
間
に
は
二
種
の
共
通
点
が
あ
る
反
面
、
牛
・
羊
と
鶏
と
の
間
に
は

二
種
の
相
違
点
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
論
拠
か
ら
、
私
は
ω
の
後
半

で
、
牛
は
羊
と
同
類
を
形
成
し
て
、
鶏
は
異
類
と
し
て
対
象
よ
り
除
外
さ
れ
る
、
と

述
べ
た
の
で
あ
る
。

　
牛
と
羊
と
が
、
い
か
な
る
場
合
で
も
絶
対
に
鶏
と
同
類
を
組
ま
な
い
と
言
う
の
で

は
な
い
が
、
牛
・
羊
が
馬
と
鶏
の
い
ず
れ
か
一
方
を
相
手
に
選
ん
で
、
新
た
な
同
類

を
形
成
す
る
場
合
に
は
、
鶏
よ
り
は
馬
の
側
が
対
象
と
し
て
適
合
す
る
。
鶏
と
対
比

し
た
場
合
の
牛
・
羊
間
の
共
通
点
で
あ
る
、
有
毛
・
五
足
を
内
包
と
す
れ
ば
、
や
は

り
馬
を
も
こ
の
類
の
外
延
中
に
収
容
し
う
る
。
た
と
え
等
し
く
二
つ
の
相
違
点
を
持

つ
と
し
て
も
、
羊
．
牛
と
馬
と
の
相
違
点
で
あ
る
角
と
尾
の
有
無
よ
り
は
、
羊
・
牛

と
鶏
と
の
相
違
点
で
あ
る
、
有
毛
と
有
羽
、
五
足
と
三
足
の
相
違
の
側
が
、
よ
り
本

質
的
な
差
異
（
材
と
不
材
）
だ
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
す
れ
ば
、
馬
と
鶏
の

い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
場
合
、
牛
・
羊
が
鶏
の
側
を
選
ん
で
同
類
を
形
成
し
た
り
し

な
い
こ
と
は
、
も
は
や
明
瞭
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
馬
を
選
択
せ
ず
に
、

鶏
を
対
象
と
し
て
抽
出
す
る
や
り
方
は
、
こ
れ
こ
そ
名
分
を
錯
乱
さ
せ
る
所
業
と
称

す
ぺ
き
も
の
で
あ
り
、
狂
っ
た
抽
出
法
な
の
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、
ω
か
ら
開
始
さ
れ
た
分
類
法
に
関
す
る
論
理
展
開
は
、
一
応
こ
こ
で

終
結
す
る
。
た
だ
し
公
孫
龍
は
、
最
後
の
e
D
で
再
び
こ
の
問
題
に
言
及
し
て
お
り
、

こ
の
分
類
法
の
性
格
に
対
す
る
最
終
的
な
理
解
は
、
e
D
を
検
討
す
る
段
階
ま
で
待
た

ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
⑯
　
日
、
他
辮
。
日
、
青
以
白
非
黄
、
白
以
青
非
碧
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
み

　
　
　
　
日
く
、
他
に
弁
ぜ
よ
。
日
く
、
青
は
白
に
以
し
て
黄
に
非
ず
、
白
は
青
に

　
　
　
　
以
し
て
碧
に
非
ず
。

　
公
孫
龍
の
論
理
に
承
服
し
た
せ
い
か
否
か
は
と
も
か
く
、
す
で
に
論
争
の
姿
勢
を

喪
失
し
た
客
は
、
さ
ら
に
別
の
主
題
で
議
論
を
展
開
す
る
よ
う
求
め
る
。
こ
れ
に
応

じ
て
公
孫
龍
は
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
論
題
を
転
換
す
る
。

　
青
は
白
を
相
手
に
選
択
し
て
一
対
の
関
係
を
形
成
し
、
黄
は
組
む
べ
き
対
象
と
は

な
ら
な
い
。
白
は
青
と
組
ん
で
一
対
を
成
し
、
碧
は
選
択
す
べ
き
対
象
か
ら
は
ず
れ

る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
青
と
黄
、
白
と
碧
と
の
組
み
合
わ
せ
は
排
除
さ
れ
、
白
と
青

と
の
組
み
合
わ
せ
だ
け
が
、
唯
一
の
正
常
な
形
態
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
1
7
　
日
、
何
哉
。
日
、
青
白
不
相
與
而
相
與
。
反
封
也
。
不
相
都
而
相
瀞
。
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
　
　
　
害
其
方
也
。
不
害
其
方
者
、
反
而
封
、
各
當
其
所
。
若
左
右
不
騒
。

　
　
　
　
日
く
、
何
ぞ
や
。
日
く
、
青
と
白
と
は
相
与
せ
ず
し
て
而
も
相
与
す
。
反

　
　
　
　
対
な
り
。
相
都
り
せ
ず
し
て
而
も
相
都
り
す
。
其
の
方
を
害
せ
ざ
る
な

　
　
　
　
り
。
其
の
方
を
害
せ
ざ
る
は
、
反
に
し
て
対
し
、
各
お
の
其
の
所
に
当
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
ば
な
り
。
左
右
の
騒
か
ざ
る
が
若
し
。

　
客
は
、
た
だ
白
と
青
の
み
が
正
常
な
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
の
は
な
ぜ
か
、
と
問

う
。
こ
れ
に
対
し
て
公
孫
龍
は
、
以
下
の
よ
う
に
青
と
白
と
の
関
係
を
説
明
す
る
。

　
青
と
白
と
は
、
互
い
に
相
手
の
領
域
に
参
与
・
介
入
せ
ず
に
、
し
か
も
相
互
に
一

対
を
成
す
意
味
で
は
、
協
力
・
関
与
し
合
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
両
者
は
、
領

域
を
全
く
異
に
し
（
反
）
な
が
ら
も
、
一
方
で
相
互
に
向
き
合
う
（
対
）
関
係
に
あ

（
9
）

る
。
さ
ら
に
こ
の
両
者
は
、
境
界
線
を
共
有
す
る
形
で
全
面
的
に
は
隣
り
合
わ
な
い

が
、
接
点
を
共
有
す
る
形
で
は
隣
接
す
る
。
し
た
が
っ
て
青
と
白
と
は
、
互
い
の
方

面
・
領
域
を
侵
害
し
合
う
こ
と
が
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
こ
の
両
者
が
方
面
を
異
に

し
な
が
ら
向
き
合
っ
て
い
て
、
明
確
に
区
分
さ
れ
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
に
配

当
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
丁
度
、
m
⑧
㈲
に
述
べ
た
左
右
の
関
係
と
同
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様
で
あ
る
。
左
と
右
と
が
、
片
側
の
位
置
変
化
に
影
響
さ
れ
て
、
右
が
左
に
移
行
し

た
り
、
左
が
右
に
く
ら
替
え
し
た
り
し
て
、
互
い
に
紛
ら
わ
し
く
入
り
混
じ
っ
た
り

し
な
い
の
と
同
じ
く
、
青
と
白
と
の
関
係
も
一
定
不
変
の
恒
常
性
を
保
つ
の
で
あ

る
。　

こ
こ
で
の
公
孫
龍
の
墾
言
は
、
矛
盾
す
る
論
理
ば
か
り
を
並
べ
て
い
る
か
の
よ
う

で
、
一
見
奇
異
な
印
象
を
与
え
る
が
、
っ
ぎ
に
示
す
図
を
参
照
す
る
な
ら
ば
、
そ
の

意
味
が
よ
く
諒
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。、

蚕
ノ

　
　
　
　
　
　
　
μ

　
　
典
・
螂

　
　
　
↑

1
反
而
封
＼

青

〔図2〕

　
　
㈹
　
故
一
於
青
不
可
、
一
於
白
不
可
。
悪
乎
其
有
黄
夷
哉
。
黄
其
正
夷
。
是
正

　
　
　
　
撃
也
。
其
有
君
臣
之
於
國
焉
。
故
彊
壽
集
。

　
　
　
　
故
に
青
に
一
な
る
は
可
な
ら
ず
、
白
に
一
な
る
も
可
な
ら
ず
。
悪
ん
ぞ
其

　
　
　
　
れ
黄
有
ら
ん
や
。
黄
は
其
れ
正
な
り
。
是
れ
正
挙
な
り
。
其
れ
君
臣
の
国

　
　
　
　
に
有
る
な
り
。
故
に
強
に
し
て
寿
な
り
。

　
公
孫
龍
は
さ
ら
に
黄
を
持
ち
出
し
、
青
・
白
・
黄
三
色
の
関
係
を
解
説
す
る
。
青

が
白
を
圧
追
し
て
、
青
に
専
一
に
な
る
の
も
、
逆
に
白
が
青
を
迫
害
し
て
、
白
に
専

一
に
な
る
の
も
、
ど
ち
ら
も
正
常
な
形
態
で
は
な
い
。
そ
れ
で
は
、
ど
う
し
て
選
択

対
象
と
し
て
の
黄
が
存
在
し
え
よ
う
か
。
黄
の
出
る
幕
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
で
あ

ろ
う
。
そ
も
そ
も
黄
は
、
青
と
白
の
一
対
が
同
類
と
し
て
選
択
し
う
る
正
色
で
あ
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る
。
青
と
白
と
の
一
対
が
、
同
類
を
形
成
す
べ
き
第
三
の
対
象
と
し
て
、
黄
と
組
む

の
は
、
正
当
な
対
象
の
抽
出
法
で
あ
る
。
こ
う
し
た
選
択
こ
そ
、
国
家
内
部
に
君
主

と
臣
下
と
が
正
常
に
存
在
す
る
形
態
を
も
た
ら
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
国
家
の
体
制
は

強
カ
で
あ
っ
て
、
か
つ
永
続
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
⑱
に
至
り
、
よ
う
や
く
公
孫
龍
は
、
白
・
青
が
君
・
臣
に
相
応
す
る
こ
と
を

明
か
す
。
も
っ
と
も
こ
の
段
階
で
は
、
青
と
白
の
い
ず
れ
が
君
主
を
指
す
の
か
、
そ

の
配
当
は
い
ま
だ
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、
っ
ぎ
の
α
9
以
下
の
内
容
を
参
酌
す
る

と
、
白
が
君
主
に
、
青
が
臣
下
に
配
当
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
と
す
れ
ば

公
孫
龍
は
、
臣
下
が
君
主
権
を
侵
奪
し
て
、
君
位
を
全
く
の
形
骸
と
化
す
る
事
態

と
、
君
主
が
群
臣
を
弾
圧
し
て
、
君
主
専
制
を
強
行
す
る
事
態
と
を
、
と
も
に
否
定

し
て
い
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
れ
で
は
、
第
三
の
色
と
し
て
登
場
す
る
黄
は
、
い
っ
た
い
何
を
指
す
の
で
あ
ろ

う
か
。
も
し
、
臣
下
に
よ
る
実
権
奪
取
や
、
君
主
独
裁
の
状
況
が
出
現
し
て
し
ま
え

ば
、
も
は
や
黄
の
出
番
は
こ
な
い
と
語
ら
れ
る
点
よ
り
判
断
す
る
と
、
黄
は
正
常
な

君
臣
関
係
の
均
衡
が
崩
れ
か
け
た
と
き
、
国
家
体
制
再
建
の
た
め
に
選
択
す
べ
き
次

善
の
方
策
で
あ
る
に
違
い
な
い
。

　
そ
し
て
、
よ
り
具
体
的
に
は
、
こ
の
黄
は
公
子
が
君
主
を
補
佐
し
て
国
政
に
当
る

体
制
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
公
孫
龍
は
趨
の
平
原
君
に
客
と
し
て
仕
え
た
が
、
平
原

君
は
武
霊
王
の
公
子
、
恵
文
王
の
弟
で
、
前
二
五
七
年
に
国
都
郁
郭
が
秦
の
大
軍
に

攻
囲
さ
れ
た
と
き
、
魏
の
信
陵
君
に
援
兵
を
依
頼
し
て
、
超
を
窮
地
よ
り
救
う
な

ど
、
宰
相
と
し
て
君
主
を
補
佐
し
っ
っ
、
国
政
に
参
画
し
て
い
た
。
こ
の
当
時
、
秦

の
強
大
な
軍
事
力
に
圧
迫
さ
れ
て
、
東
方
諸
国
で
は
国
内
体
制
が
動
揺
し
、
君
主
権

の
地
位
低
下
を
き
た
し
て
い
た
。
そ
の
投
影
と
し
て
、
平
原
君
以
外
に
も
、
魏
の
信

陵
君
・
楚
の
春
申
君
・
斉
の
孟
嘗
君
な
ど
、
公
子
が
君
主
を
補
佐
し
て
国
政
を
運
営
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す
る
政
治
形
態
が
出
現
し
、
彼
ら
は
四
君
子
と
称
せ
ら
れ
た
。
公
孫
龍
は
、
こ
う
し

た
政
治
体
制
に
よ
り
、
傾
き
か
け
た
君
臣
問
の
均
衡
を
回
復
し
、
国
家
の
安
定
的
存

続
を
図
る
こ
と
こ
そ
、
選
択
す
べ
き
次
善
の
策
だ
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
述
べ
て
き
た
⑱
の
内
容
を
図
に
示
す
と
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

〔図3〕

　
　
⑲
　
而
且
青
騒
乎
白
而
白
不
勝
也
。
白
足
之
勝
矢
而
不
勝
。
是
木
賊
金
也
。
木

　
　
　
　
賊
金
者
碧
。
碧
則
非
止
撃
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
而
る
に
且
に
青
は
白
に
麗
き
て
白
勝
た
ざ
ら
ん
と
す
。
白
は
勝
っ
に
足
る

　
　
　
　
も
而
し
て
勝
た
ず
。
是
れ
木
の
金
を
賊
す
る
な
り
。
木
金
を
賊
す
れ
ば
碧

　
　
　
　
な
り
。
碧
な
れ
ば
則
ち
正
挙
に
非
ざ
る
な
り
。

　
続
い
て
公
孫
龍
は
、
第
四
の
色
で
あ
る
碧
の
説
明
を
始
め
る
。
青
と
白
と
の
一
対

は
黄
を
次
善
の
選
択
と
す
べ
き
な
の
だ
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
さ
に
青

（
臣
下
）
が
白
（
君
主
）
の
地
位
を
浸
蝕
し
て
、
君
主
は
そ
れ
を
制
止
で
き
な
い
状

況
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
本
来
の
地
位
か
ら
す
れ
ば
、
君
主
は
臣
下
の
越
権
行
為

を
禁
圧
す
る
に
充
分
な
権
力
を
保
持
す
る
は
ず
な
の
だ
が
、
実
際
に
は
臣
下
に
よ
る

君
主
権
の
侵
奪
を
阻
止
で
き
ず
に
い
る
。
か
か
る
状
態
は
、
木
（
青
・
臣
下
）
が
金

（
白
・
君
主
）
を
賊
害
し
て
い
る
の
に
他
な
ら
な
い
。
臣
下
が
君
主
の
領
域
を
侵
犯

し
て
、
両
者
が
紛
ら
わ
し
く
入
り
混
じ
る
な
ら
ば
、
そ
の
領
域
の
色
は
碧
と
な
る
。

君
主
と
臣
下
の
一
対
が
、
さ
ら
に
同
類
を
組
む
べ
き
相
手
を
選
ぷ
場
合
、
黄
（
公
子
）

で
は
な
く
、
碧
（
君
臣
混
清
）
を
選
択
の
対
象
と
す
る
の
は
、
正
当
な
対
象
の
抽
出

法
で
は
な
い
。

　
こ
こ
で
は
、
青
（
木
）
が
白
（
金
）
の
領
域
を
侵
害
す
る
と
の
表
現
に
よ
っ
て
、

青
が
臣
下
に
、
白
が
君
主
に
配
当
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
鮮
明
に
な
る
。
そ
し
て
碧

は
、
臣
下
が
君
主
権
を
脅
し
、
君
主
が
そ
れ
を
抑
止
で
き
ぬ
混
迷
し
た
領
域
の
色
と

規
定
さ
れ
る
。
公
孫
龍
は
前
の
仁
a
で
、
「
黄
は
其
れ
正
な
り
」
と
述
べ
て
い
た
が
、

そ
れ
は
黄
が
、
青
・
赤
・
白
・
黒
と
並
ぷ
五
正
色
の
一
つ
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に

反
し
て
碧
は
、
白
と
青
と
が
混
合
し
た
中
間
色
と
見
な
さ
れ
、
正
色
で
は
な
い
と
し

て
選
択
の
対
象
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
公
孫
龍
は
、
白
－
金
、
青
　
木
と
の
配
当
に
も
触
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
青
－

木
、
赤
－
火
、
黄
－
土
、
白
－
金
、
黒
－
水
、
と
い
っ
た
五
行
説
に
部
分
的
に
一
致

し
て
い
る
。
だ
が
公
孫
龍
は
、
黄
を
持
ち
出
し
て
置
き
な
が
ら
、
そ
れ
を
土
に
配
当

す
る
思
考
に
は
全
く
言
及
し
て
お
ら
ず
、
彼
の
議
論
全
体
を
通
常
の
五
行
説
に
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

ま
ま
当
て
は
め
る
こ
と
に
は
、
少
し
く
無
理
が
あ
ろ
う
。

　
な
お
こ
こ
で
の
内
容
を
図
示
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。〔図4〕
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G
①
　
青
白
不
相
與
而
相
與
、
不
相
勝
、
則
雨
明
也
。
争
而
明
、
其
色
碧
也
。

　
　
　
　
青
と
白
は
相
与
せ
ず
し
て
而
も
相
与
し
、
相
勝
た
ざ
れ
ば
、
則
ち
両
っ
な

　
　
　
　
が
ら
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
。
争
い
て
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
れ
ば
、
其
の
色

　
　
　
　
は
碧
な
り
。

　
青
・
白
・
碧
三
者
の
関
係
に
つ
い
て
、
公
孫
龍
は
さ
ら
に
説
明
を
加
え
る
。
青

（
臣
下
）
と
白
（
君
主
）
と
が
互
い
に
協
力
し
合
わ
ず
に
、
相
手
の
領
域
に
介
入
し

合
い
、
ど
ち
ら
も
相
手
を
制
圧
で
き
ぬ
状
態
に
な
れ
ば
、
臣
下
と
君
主
は
と
も
に
自

己
の
存
在
を
顕
示
し
よ
う
と
す
る
。
両
者
が
競
争
し
て
自
己
の
色
彩
を
鮮
明
に
し
よ

う
と
し
、
互
い
に
譲
ら
な
け
れ
ば
、
そ
の
領
域
の
色
彩
は
、
双
方
が
混
合
し
た
碧
色

と
な
る
。

　
馬
王
堆
漢
墓
よ
り
出
土
し
た
古
伏
書
『
伊
ヂ
九
主
』
は
、
君
臣
論
を
中
心
と
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

政
治
思
想
を
説
き
、
君
臣
双
方
の
失
政
を
各
種
の
型
に
分
類
し
て
み
せ
る
。
そ
の
中

に
は
、
公
孫
龍
が
説
く
碧
の
状
況
に
よ
く
似
た
も
の
が
あ
る
の
で
、
以
下
に
掲
げ
て

み
る
。

　
③
労
君
と
は
、
専
授
の
能
く
悟
る
者
な
り
。
能
く
専
授
の
主
に
悟
る
者
な
り
。
能

　
　
く
悟
る
も
、
道
に
反
る
こ
と
能
わ
ず
。
自
ら
其
の
邦
を
為
む
る
者
は
、
主
は
労

　
　
し
て
臣
は
伏
す
。
人
を
為
む
る
の
君
は
、
臣
の
能
く
す
る
所
に
任
す
。
因
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
　
主
は
知
と
為
る
。
事
を
君
に
俺
す
る
は
、
道
に
逆
う
な
り
。
兇
の
主
に
帰
す
る

　
　
は
、
君
な
ら
ず
。
臣
主
相
侵
し
、
君
は
未
だ
失
道
よ
り
免
れ
ず
。

　
・
半
君
は
専
授
に
し
て
悟
る
能
わ
ざ
る
者
な
り
。
是
の
故
に
、
主
を
檀
ま
ま
に
す

　
　
る
の
臣
は
、
主
の
悟
ら
ざ
る
を
見
る
。
故
に
其
の
主
の
厳
を
用
い
て
殺
致
す
れ

　
　
ば
、
群
臣
恐
濯
す
。
然
る
後
に
主
の
利
を
奪
い
て
主
の
臣
に
与
う
れ
ば
、
党
を

　
　
下
に
成
し
、
主
と
権
を
分
か
っ
。
是
の
故
に
臣
は
邦
の
半
ば
を
獲
る
。
夫
れ
其

　
　
の
半
ば
を
獲
れ
ば
、
則
ち
臣
は
横
為
り
て
、
主
は
則
ち
危
為
り
。
臣
主
の
横
危
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す
る
は
、
危
の
至
り
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
．
　
　
㌧

　
労
君
と
は
、
率
先
し
て
自
ら
事
業
を
し
た
が
る
君
主
で
、
そ
の
国
家
は
、
君
主
は

臣
下
と
功
績
を
競
い
、
臣
下
は
失
敗
の
責
任
を
君
主
に
押
し
っ
け
る
、
と
い
っ
た
様

相
を
呈
す
る
。
ま
た
半
君
と
は
、
君
主
の
権
力
を
奪
っ
た
重
臣
が
、
そ
れ
を
利
用
し

て
群
臣
を
操
る
の
を
阻
止
で
き
な
い
君
主
で
、
「
主
と
権
を
分
か
ち
」
、
「
邦
の
半
ば

を
獲
る
」
臣
下
に
牛
耳
ら
れ
た
国
家
は
、
ま
る
で
君
主
と
臣
下
が
折
半
す
る
か
の
様

相
を
呈
す
る
。
ま
さ
し
く
碧
と
は
、
こ
う
し
た
「
臣
主
相
侵
し
」
、
「
臣
は
横
為
り
て
、

主
は
則
ち
危
為
る
」
状
況
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
G
D
　
與
其
碧
寧
黄
。
黄
其
馬
也
。
其
與
類
乎
。
碧
其
鶏
也
。
其
與
暴
乎
。
暴
則

　
　
　
　
君
臣
争
而
雨
明
也
。
雨
明
者
、
昏
不
明
。
非
正
撃
也
。
非
正
撃
者
、
名
實

　
　
　
　
無
當
、
麗
色
章
焉
。
故
日
、
雨
明
也
。
雨
明
而
道
喪
。
其
無
有
以
正
焉
。

　
　
　
　
其
の
碧
に
与
す
る
よ
り
は
寧
ろ
黄
な
れ
。
黄
は
其
れ
馬
な
り
。
其
れ
与
に

　
　
　
　
類
せ
ん
か
。
碧
は
其
れ
鶏
な
り
。
其
れ
与
に
暴
せ
ん
か
。
暴
す
れ
ば
則
ち

　
　
　
　
君
臣
争
い
て
両
っ
な
が
ら
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
。
両
っ
な
が
ら
明
ら
か
に

　
　
　
　
せ
ん
と
す
れ
ば
、
昏
く
し
て
明
ら
か
な
ら
ず
。
正
挙
に
非
ざ
る
な
り
。
正

　
　
　
　
挙
に
非
ざ
れ
ば
、
名
実
は
当
る
こ
と
無
く
、
色
章
を
騒
く
。
故
に
日
く
、

　
　
　
　
両
っ
な
が
ら
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
と
。
両
つ
な
が
ら
明
ら
か
に
せ
ん
と
し

　
　
　
　
　
　
ほ
ろ

　
　
　
　
て
道
喪
ぷ
。
其
れ
以
て
正
し
き
こ
と
有
る
無
し
。

　
こ
の
G
D
で
、
い
よ
い
よ
公
孫
龍
は
通
変
論
全
体
を
締
め
く
く
る
。
君
主
と
臣
下
の

み
で
正
常
な
国
家
運
営
を
継
続
し
が
た
い
場
合
、
次
善
の
策
と
し
て
、
碧
（
君
臣
混

清
）
と
黄
（
公
子
執
政
）
の
い
ず
れ
を
選
択
し
、
新
た
に
君
臣
関
係
の
中
に
組
み
込

む
べ
き
か
、
と
の
判
断
を
生
ず
る
。
そ
の
と
き
は
、
碧
よ
り
も
む
し
ろ
黄
の
側
を
選

択
す
べ
き
で
あ
る
。
黄
は
牛
・
羊
の
場
合
の
馬
に
相
当
し
、
牛
・
羊
と
馬
と
が
新
た

な
同
類
を
形
成
で
き
た
よ
う
に
、
黄
も
そ
れ
ま
で
の
君
臣
関
係
の
枠
組
み
に
加
わ
っ
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て
、
新
た
な
同
類
を
形
成
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
に
反
し
て
碧
は
、
牛
・
羊
の
場
合
の
鶏
に
相
当
し
、
牛
・
羊
と
鶏
が
異
類
の

ま
ま
に
終
っ
た
よ
う
に
、
相
容
れ
ぬ
青
・
白
と
碧
と
を
無
理
に
組
み
合
わ
せ
る
な
ら

ば
、
碧
は
従
来
の
君
臣
関
係
の
枠
組
み
と
衝
突
し
て
、
そ
の
秩
序
を
破
壊
す
る
で
あ

ろ
う
。
碧
が
君
臣
関
係
の
秩
序
を
破
壊
す
れ
ば
、
君
主
と
臣
下
は
自
己
の
存
在
を
顕

示
し
よ
う
と
し
て
争
う
。
こ
の
よ
う
に
、
君
臣
双
方
が
競
っ
て
自
己
顕
示
に
走
り
、

相
譲
ら
な
け
れ
ば
、
結
局
は
打
ち
消
し
合
っ
て
、
い
ず
れ
の
色
彩
も
鮮
明
に
は
な
ら

ず
、
全
体
が
昏
冥
に
陥
る
。

　
だ
か
ら
こ
れ
は
、
正
当
な
対
象
の
抽
出
法
で
は
な
い
。
正
当
な
抽
出
法
を
採
用
し

な
け
れ
ば
、
名
と
実
と
は
合
致
せ
ず
、
他
者
の
領
域
を
侵
犯
し
て
で
も
己
れ
を
輝
か

せ
ん
と
し
て
、
色
彩
は
入
り
乱
れ
て
混
濁
す
る
。
そ
こ
で
私
は
、
両
者
と
も
に
自
己

を
顕
示
し
よ
う
と
す
る
、
と
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
互
い
に
相
手
を

打
ち
消
す
形
で
、
自
己
の
存
在
を
誇
示
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
が
己
れ
の
名

分
を
守
る
と
の
正
常
な
在
り
方
は
喪
わ
れ
て
行
き
、
名
と
実
と
の
正
し
い
対
応
関
係

も
消
減
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
ω
か
ら
⑯
ま
で
に
説
か
れ
た
牛
・
羊
・
馬
・
鶏
四
者
間
の
同
異
と
、

㈹
以
降
の
青
・
白
・
黄
・
碧
四
者
問
の
同
異
と
が
対
応
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
「
青
は

　
　
く
み

白
に
以
し
て
黄
に
非
ず
」
⑯
と
の
発
言
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
来
在
る
べ
き
正

常
な
政
治
形
態
は
、
白
と
青
と
の
組
み
合
わ
せ
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
黄
が
加
わ

る
の
は
、
も
と
よ
り
理
想
の
姿
で
は
な
い
。
新
た
に
黄
が
参
加
す
る
変
則
的
形
態

は
、
白
と
青
の
み
で
は
も
は
や
国
家
が
運
営
し
が
た
く
、
黄
か
碧
か
の
二
者
択
一
を

追
ら
れ
た
際
に
取
る
べ
き
、
あ
く
ま
で
も
次
善
の
便
法
に
過
ぎ
な
い
。

　
そ
れ
は
丁
度
、
「
羊
は
牛
に
合
し
て
馬
に
非
ず
」
ω
と
、
最
初
は
牛
・
羊
の
み
が

本
来
の
同
類
で
、
馬
は
異
類
で
あ
る
と
さ
れ
な
が
ら
、
新
た
に
同
類
に
加
え
る
べ
き

対
象
と
し
て
、
馬
か
鶏
か
の
二
者
択
一
を
迫
ら
れ
た
と
き
に
、
鶏
を
排
除
し
て
、
馬

を
選
択
し
て
い
た
の
と
同
じ
構
図
で
あ
る
。
条
件
の
如
何
に
よ
ら
ぬ
恒
常
不
変
の
同

類
関
係
は
、
牛
と
羊
の
間
に
だ
け
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
両
者
の
類
似
関
係
を
図
で
示
せ
ば
、
つ
ぎ
の
図
5
と
図
6
の
よ
う
に
な
る
。

〔図5〕

　
　
　
異

　
　
ぐ

（有角・無尾）

　
足

　
五

牛
　
・

　
毛

　
有
　
〔
（有角・無尾）

　　羊

／有毛・五足〕

〔図6〕

異二
同

　
さ
て
、
ω
か
ら
⑯
ま
で
の
分
類
法
に
お
い
て
は
、
対
象
を
同
類
か
異
類
か
判
定
す

る
際
、
共
通
点
・
相
違
点
と
も
に
、
二
個
ず
っ
を
揃
え
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い

た
。
し
か
ら
ば
㈹
以
降
の
君
臣
論
で
は
、
こ
の
基
準
が
ど
の
よ
う
に
満
た
さ
れ
て
い

る
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
基
本
型
と
な
る
青
・
白
の
一
対
に
は
、
君
主
は
君
主
と
し
て
の
本
分
を
守

り
、
臣
下
は
臣
下
と
し
て
の
本
分
を
守
る
、
と
の
性
格
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
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に
公
孫
龍
は
、
君
臣
は
均
衡
を
保
ち
な
が
ら
協
力
し
合
う
、
と
の
第
二
の
性
格
を
も

付
与
し
て
い
る
。

　
と
す
れ
ば
、
鶏
に
相
応
す
る
碧
は
、
こ
れ
ら
二
っ
の
性
格
を
と
も
に
所
有
し
て
い

な
い
は
ず
で
あ
る
。
第
一
の
性
格
に
っ
い
て
見
る
と
、
碧
で
は
・
「
青
は
白
に
騒
き
て

白
勝
た
ざ
ら
ん
と
す
」
α
9
る
以
上
、
す
で
に
君
は
君
た
ら
ず
、
臣
は
臣
た
ら
ざ
る
わ

け
で
、
君
主
で
も
な
く
臣
下
で
も
な
い
碧
の
領
域
は
、
確
か
に
第
一
の
性
格
を
喪
失

し
て
い
る
。
っ
ぎ
に
第
二
の
性
格
を
考
え
る
と
、
碧
で
は
「
青
と
白
は
相
与
せ
ず
」

G
①
、
「
与
に
暴
し
」
て
「
君
臣
争
う
」
G
D
の
で
あ
る
か
ら
、
碧
は
こ
の
点
で
も
全
く

失
格
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
一
方
の
黄
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
第
一
の
性
格
に
関
し
て
は
、
公

子
は
君
主
の
血
族
で
あ
っ
て
、
群
臣
に
対
し
て
は
君
主
の
代
役
と
し
て
の
立
場
を
保

持
す
る
が
、
同
時
に
君
主
に
対
し
て
は
、
あ
く
ま
で
も
臣
下
の
立
場
を
守
ら
ね
ば
な

ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
公
子
は
、
い
わ
ば
君
で
も
あ
り
臣
で
も
あ
る
と
の
二
面
性
を

持
っ
て
お
り
、
君
主
と
臣
下
の
双
方
に
対
し
て
共
通
点
を
確
保
す
る
。
っ
ぎ
に
第
二

の
性
格
を
考
え
て
み
る
と
、
公
子
は
も
と
も
と
公
族
で
あ
る
か
ら
、
た
と
え
君
主
権

を
代
行
し
て
も
、
臣
下
が
君
位
を
侵
害
し
た
の
で
は
な
く
、
ま
た
一
方
で
臣
下
で
も

あ
る
か
ら
、
よ
し
ん
ば
宰
相
と
し
て
政
務
を
遂
行
し
て
も
、
君
主
が
臣
下
の
職
分
に

介
入
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
公
子
は
、
君
主
と
臣
下
と
の
問
を
仲
介

・
調
停
し
て
、
君
を
君
た
ら
し
め
、
臣
を
臣
た
ら
し
め
な
が
ら
、
両
者
の
協
カ
関
係

を
回
復
さ
せ
る
わ
け
で
、
第
二
の
性
格
を
も
充
分
に
備
え
て
い
る
と
言
え
る
。

　
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
碧
は
正
常
な
君
臣
関
係
に
対
し
、
二
重
の
相
違
点
を
合
む

た
め
に
、
選
択
す
べ
き
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
反
し
て
黄
は
、

正
常
な
君
臣
関
係
に
対
し
て
、
二
重
の
共
通
点
を
兼
備
す
る
た
め
に
、
次
善
の
選
択

の
対
象
と
し
て
肯
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
普
遍
者
た
ち
（
浅
野
）

二

　
本
章
で
は
、
第
；
早
で
の
通
変
論
解
釈
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
公
孫
龍
は
通
変
論
に

よ
っ
て
い
っ
た
い
何
を
訴
え
よ
う
と
し
た
の
か
、
そ
の
思
想
的
立
場
を
考
え
て
み
る

こ
と
に
し
た
い
。

　
通
変
論
に
登
場
す
る
論
題
は
、
以
下
の
三
分
野
に
大
別
し
う
る
。
そ
の
第
一
は
ω

か
ら
①
①
に
至
る
数
理
哲
学
論
㈹
で
あ
り
、
第
二
は
ω
か
ら
⑯
に
至
る
同
異
論
㈲
で
あ

り
、
第
三
は
㈹
か
ら
G
D
に
至
る
君
臣
論
o
で
あ
る
。
元
来
こ
れ
ら
三
者
は
、
相
互
に

独
立
し
た
異
質
な
分
野
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
る
に
公
孫
龍
は
、
「
左
右

の
若
き
も
猶
お
是
の
挙
の
ご
と
し
」
ω
と
、
㈹
と
㈲
を
関
連
づ
け
た
り
、
「
左
右
の
麗

か
ざ
る
が
若
し
」
㎝
と
、
側
と
O
を
関
連
づ
け
た
り
、
「
黄
は
其
れ
馬
な
り
」
「
碧
は

其
れ
鶏
な
り
」
G
D
と
、
㈲
と
o
を
関
連
さ
せ
た
り
す
る
。
っ
ま
り
公
孫
龍
の
意
識
に

お
い
て
は
、
㈹
㈲
〇
三
者
は
全
く
別
個
の
論
題
と
し
て
で
は
な
く
、
相
互
に
重
な
り

合
う
も
の
と
し
て
、
連
続
的
に
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
公
孫
龍
は
㈹
㈲
〇
三
者
の
間
に
、
い
か
な
る
形
で
の
共
通
性
や
連
続

性
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
第
一
は
、
命
題
に
是
非
の
判
断
を
下
す
際

の
判
定
基
準
、
言
い
換
え
れ
ば
論
証
形
式
に
関
わ
る
共
通
性
で
あ
る
。
㈹
で
は
命
題

肯
定
の
要
件
と
し
て
、
基
層
と
表
層
の
二
領
域
に
亙
る
妥
当
性
が
求
め
ら
れ
て
い

た
。
そ
し
て
㈲
で
は
、
㈹
の
形
式
を
承
け
て
、
二
個
ず
っ
の
共
通
点
と
相
違
点
と

が
、
同
類
か
異
類
か
を
判
定
す
る
た
め
の
要
件
と
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
o
で
は
、

㈲
の
形
式
を
転
用
す
る
形
で
、
黄
と
碧
の
い
ず
れ
を
選
択
す
べ
き
か
に
関
し
、
二
種

の
判
定
基
準
が
立
て
ら
れ
て
い
た
。

　
も
と
よ
り
㈹
㈲
o
の
三
分
野
は
、
互
い
に
性
格
を
異
に
し
て
い
る
か
ら
、
必
ず
二
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個
の
論
拠
を
用
意
す
る
論
証
形
式
で
は
共
通
し
て
い
て
も
、
こ
の
論
証
法
が
三
領
域

に
亙
っ
て
全
く
同
質
に
機
能
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
こ
の
論
証
法
が
最
も
強
カ

に
作
用
す
る
の
は
㈹
の
分
野
で
、
公
孫
龍
は
側
で
確
立
し
た
形
式
を
適
用
す
る
手
段

に
よ
っ
て
、
㈲
に
お
け
る
臼
説
の
正
当
性
を
も
保
障
さ
せ
、
さ
ら
に
㈲
と
◎
と
を
同

一
視
す
る
論
法
に
よ
っ
て
、
最
も
形
式
論
理
に
よ
る
論
証
が
困
難
な
、
o
の
分
野
で

の
自
説
の
正
当
性
を
、
㈹
や
㈲
の
庇
護
の
下
に
補
強
せ
ん
と
し
て
い
る
。
と
も
か
く

公
孫
龍
は
、
こ
う
し
た
操
作
に
よ
っ
て
、
㈹
㈲
〇
三
者
間
に
論
証
形
式
の
共
通
性
と

連
続
性
と
を
設
定
し
た
の
で
あ
る
。

　
公
孫
龍
が
三
者
の
間
に
設
定
し
た
第
二
の
共
通
性
と
連
続
性
は
、
こ
の
篇
全
体
を

貫
ぬ
く
主
題
、
す
な
わ
ち
通
と
変
と
を
対
比
す
る
構
図
で
あ
る
。
最
初
に
そ
の
構
図

を
図
で
示
し
て
置
く
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
順
序
数
概
念
　
　
通

　
　
　
　
　
　
　
八
り
淡
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
位
置
概
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
　
　
　
　
　
　
旧
く
ギ
㍍
異
∵

　
　
　
　
　
　
　
川
く
㍗
㍍
現
蝸

　
㈹
l
I
は
、
条
件
の
変
化
に
よ
っ
て
自
ら
の
性
格
を
変
更
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
、

永
遠
性
・
独
立
性
（
通
）
を
保
持
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
㈹
1
皿
は
、
〕
一
に
一
有

り
」
ω
と
、
二
が
一
と
一
と
に
解
体
さ
れ
、
他
者
に
置
き
換
え
ら
れ
（
変
）
て
、
自

己
の
独
立
性
を
確
保
で
き
な
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
か
っ
て
の
右
が
左
に
移
行
（
変
）

し
て
、
永
遠
性
を
維
持
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
。

　
ま
た
㈲
l
I
は
、
分
類
に
際
し
、
他
の
対
象
の
存
在
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
常
に
同

類
を
形
成
す
べ
き
、
恒
常
不
変
性
（
通
）
を
備
え
る
。
と
こ
ろ
が
㈲
－
ー
の
側
に
な

る
と
、
馬
は
比
較
の
対
象
が
鶏
で
あ
る
と
き
は
、
牛
・
羊
と
同
類
を
形
成
で
き
る

が
、
己
れ
単
独
の
場
合
は
異
類
と
し
て
排
除
さ
れ
る
と
い
っ
た
、
状
況
に
よ
る
変
化

（
変
）
を
免
れ
な
い
。
も
と
よ
り
鶏
も
こ
れ
と
同
じ
く
、
同
類
と
異
類
の
間
を
移
動

（
変
）
す
る
性
質
を
持
つ
。

　
さ
ら
に
◎
－
1
は
、
い
つ
い
か
、
な
る
状
況
の
下
で
も
、
理
念
と
し
て
は
常
に
そ
う

在
る
べ
き
、
唯
一
の
正
常
（
通
）
な
秩
序
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
o
l
I
の
側

は
、
◎
－
1
の
正
常
な
枠
組
み
が
均
衡
を
失
っ
て
、
危
機
に
陥
っ
た
と
き
に
発
生
す

る
、
変
則
的
（
変
）
な
形
態
で
し
か
な
い
。
黄
が
青
・
白
と
同
類
を
組
む
こ
と
が
是

認
さ
れ
る
と
は
言
っ
て
も
、
そ
れ
は
碧
と
の
相
対
的
比
較
に
お
い
て
の
み
選
択
さ
れ

る
、
次
善
の
策
に
と
ど
ま
り
、
恒
常
不
変
の
秩
序
に
復
帰
す
る
た
め
の
一
時
的
便
法

（
変
）
に
過
ぎ
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
公
孫
龍
は
、
通
と
変
と
を
対
比
す
る
構
図
を
、
㈹
㈲
〇
三
分
野
に

一
貫
す
る
共
通
性
と
し
て
設
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
場
合
も
、
論
証
形
式
の
上

で
最
も
論
拠
の
強
力
な
㈹
が
、
次
い
で
論
証
力
の
強
い
㈲
の
正
当
性
を
支
え
、
最
も

理
念
的
性
格
が
濃
厚
な
分
だ
け
、
形
式
論
理
に
よ
る
説
得
力
が
薄
弱
な
o
を
、
㈹
と

㈲
が
援
護
す
る
と
い
っ
た
形
で
、
三
者
の
問
に
は
意
図
的
な
連
続
性
が
設
定
さ
れ
て

い
る
。

　
通
変
論
全
体
は
こ
う
し
た
構
造
を
持
つ
の
で
あ
る
が
、
公
孫
龍
は
こ
れ
に
よ
っ

て
、
概
念
問
の
関
係
を
規
定
す
る
際
、
そ
れ
ぞ
れ
の
概
念
が
通
の
位
相
に
属
す
る
の

か
、
そ
れ
と
も
変
の
位
相
に
属
す
る
の
か
を
厳
密
に
区
分
せ
よ
、
と
主
張
し
て
い

る
。
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も
し
数
概
念
を
変
の
位
相
で
の
み
把
握
し
、
数
と
数
と
の
関
係
を
コ
一
に
一
有

り
」
ω
と
思
考
す
る
な
ら
は
、
本
来
他
者
を
含
ま
ず
に
独
立
し
て
い
た
普
遍
者
は
、

他
者
に
よ
っ
て
分
解
さ
れ
、
置
き
換
え
ら
れ
て
、
自
己
の
独
立
性
を
喪
失
す
る
。
そ

し
て
こ
れ
が
逆
に
作
用
す
れ
ば
、
概
念
は
他
者
を
も
本
来
的
に
自
己
に
内
含
す
る
と

詐
称
し
て
併
合
し
、
膨
張
し
続
け
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

　
し
か
も
、
変
の
位
相
が
通
の
位
相
を
隠
蔽
し
て
、
あ
た
か
も
己
れ
こ
そ
が
概
念
の

本
質
で
あ
る
か
の
よ
う
に
偽
装
し
、
「
二
に
右
有
り
」
②
と
か
「
左
は
二
と
謂
う
可

し
」
㈲
と
主
張
し
は
じ
め
る
な
ら
は
、
そ
の
併
呑
は
、
未
来
を
先
取
り
す
る
形
で
進

行
し
、
一
層
果
て
し
の
な
い
も
の
と
な
る
。
同
様
に
、
左
右
の
本
質
た
る
方
向
概
念

を
位
置
概
念
が
遮
蔽
し
て
、
左
の
位
置
変
化
に
っ
れ
て
、
か
つ
て
の
右
が
左
に
移
行

す
る
と
思
考
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
永
遠
に
不
変
な
る
も
の
の
地
位
を
、
一
時
的
変

化
形
が
纂
奪
す
る
事
態
を
招
く
。

　
ま
た
、
も
し
馬
が
、
も
と
も
と
牛
や
羊
と
は
完
全
に
同
類
な
の
だ
と
自
称
し
て
、

平
然
と
仲
間
に
加
わ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
鶏
が
馬
を
押
し
の
け
て
、
牛
・
羊
と
同
類

を
形
成
し
た
り
す
れ
ば
、
同
類
と
し
て
の
共
通
性
を
持
た
ぬ
異
端
者
た
ち
が
、
恒
常

、
不
変
の
枠
組
み
に
大
手
を
振
っ
て
参
入
し
、
普
遍
的
枠
組
み
を
破
壊
し
て
行
く
で
あ

ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
も
し
国
内
秩
序
の
混
乱
と
君
主
権
の
地
位
低
下
に
っ
け
込
ん
で
、
誰
が

君
主
で
誰
が
臣
下
か
判
然
と
せ
ぬ
君
臣
混
溝
状
態
が
ま
か
り
通
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は

一
時
の
変
則
的
現
象
が
、
永
遠
に
不
変
で
あ
る
べ
き
秩
序
を
乗
っ
取
り
、
己
れ
こ
そ

が
正
常
な
体
制
で
あ
る
と
宣
言
し
た
に
等
し
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
通
と
変
と
の
位
相
差
を
暖
昧
に
せ
ん
と
す
る
企
て
は
、
広
汎
な
名

実
の
錯
乱
を
引
き
起
こ
し
、
っ
い
に
は
国
家
体
制
ま
で
を
も
深
い
混
迷
に
陥
れ
る
。

公
孫
龍
は
か
か
る
事
態
を
憂
慮
し
、
各
概
念
が
「
各
お
の
其
の
方
に
当
り
」
て
「
其

　
　
　
　
　
　
普
遍
者
た
ち
（
浅
野
）

の
方
を
害
せ
ず
」
㎝
に
、
自
己
の
帰
属
す
る
位
相
を
厳
守
し
、
互
い
に
他
者
の
領
分

や
位
相
に
侵
入
し
て
は
「
両
っ
な
が
ら
明
ら
か
に
せ
ん
」
G
①
と
す
る
行
為
を
中
止
せ

よ
と
、
警
告
を
発
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
通
変
論
に
お
け
る
公
孫
龍
の
思
想
的
立
場
は
、
単
に
概
念
の
位
相

を
通
と
変
と
に
区
分
し
て
探
究
す
る
と
い
っ
た
、
論
理
学
的
側
面
に
と
ど
ま
ら
ず
、

最
終
的
に
は
そ
れ
に
よ
っ
て
、
天
下
・
国
家
の
安
定
的
秩
序
を
回
復
せ
ん
と
願
う
、

政
治
思
想
の
色
彩
を
も
強
く
帯
び
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
背
景
に
は
、
趨
に
お
け
る
平
原
君
の
政
治
的
立
場
を
擁
護
し
、
正
当
化
し
よ

う
と
す
る
意
図
が
介
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
そ
こ
に
、
彼
が
平
原
君
の
厚
遇
を
受

け
た
理
由
の
一
端
を
窺
う
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
だ
が
上
述
の
ご
と
く
、
通
変
論

の
理
論
は
、
公
子
が
君
主
を
補
佐
す
る
と
の
政
治
体
制
を
、
無
条
件
で
容
認
す
る
も

の
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
公
孫
龍
が
客
と
し
て
の
己
れ
の
立
場
か
ら
、
主
君
た
る
平

原
君
に
追
従
し
た
所
産
と
だ
け
は
見
な
し
が
た
い
。

　
こ
の
問
の
事
情
を
考
察
す
る
た
め
に
、
っ
ぎ
に
関
係
資
料
を
掲
げ
て
み
る
。

　
　
虞
卿
欲
以
信
陵
君
之
存
静
郵
、
爲
牛
原
君
請
封
。
公
孫
龍
聞
之
、
夜
駕
見
牛
原

　
　
君
日
、
龍
聞
、
虞
卿
欲
以
信
陵
君
之
存
部
螂
爲
請
封
、
有
之
乎
。
牛
原
君
日
、

　
　
然
。
龍
日
、
比
甚
不
可
。
且
王
撃
君
而
相
超
者
、
非
以
君
之
智
能
爲
趨
國
無
有

　
　
也
。
割
東
武
城
而
封
君
者
、
非
以
君
爲
有
功
也
。
而
以
國
人
無
動
、
乃
以
君
為

　
・
親
戚
故
也
。
君
受
相
印
不
鮮
無
能
、
割
地
不
言
無
功
者
、
亦
自
以
爲
親
戚
故
也
。

　
．
今
信
陵
君
存
郡
鄭
而
請
封
、
是
親
戚
受
城
、
而
國
人
計
功
也
。
此
甚
不
可
。
且

　
一
虞
卿
操
其
雨
権
、
事
成
、
操
右
券
以
責
、
．
事
不
成
、
以
虚
名
徳
君
。
君
必
勿
聴

　
　
也
。
季
原
君
遂
不
聴
虞
卿
。
（
『
史
記
」
平
原
君
列
伝
）

　
平
原
君
は
魏
の
信
陵
君
に
援
兵
を
依
頼
し
、
秦
の
攻
囲
軍
の
前
に
陥
落
寸
前
の
郁

郵
を
救
っ
た
。
そ
こ
で
虞
卿
は
孝
成
王
に
対
し
、
平
原
君
の
増
封
を
申
請
す
る
。
こ
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普
遍
者
た
ち
（
浅
野
）

れ
を
伝
え
聞
い
た
公
孫
龍
は
、
平
原
君
に
強
硬
に
辞
退
を
迫
る
。

　
そ
も
そ
も
、
平
原
君
が
宰
相
に
任
命
さ
れ
て
国
政
を
担
当
し
、
ま
た
東
武
城
に
封

建
さ
れ
て
領
主
の
身
分
に
あ
る
の
は
、
平
原
君
個
人
の
才
能
や
功
績
に
よ
っ
て
で
は

な
く
、
一
重
に
君
主
の
親
戚
で
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
る
に
、
も
し
今
回

の
戦
役
に
自
ら
功
有
り
と
し
て
、
新
た
な
采
邑
を
受
け
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
才
能
や

功
績
に
よ
っ
て
地
位
や
俸
禄
を
受
け
る
臣
下
と
、
全
く
同
等
の
立
場
に
立
つ
こ
と
を

意
味
す
る
。
血
縁
の
故
に
現
在
の
地
位
を
得
て
置
き
な
が
ら
、
臣
下
と
同
じ
資
格
で

恩
賞
を
受
け
る
生
言
う
の
で
は
、
平
原
君
は
異
質
な
立
場
を
二
重
に
混
在
さ
せ
る
こ

と
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
増
封
を
固
辞
し
、
あ
く
ま
で
も
公
族
の
一
員
と
し
て
君
主

を
補
佐
す
る
と
の
自
己
の
本
分
を
厳
守
す
べ
き
で
あ
る
。

　
そ
の
上
、
虞
卿
が
臣
下
の
分
に
あ
り
な
が
ら
、
宰
相
た
る
平
原
君
の
論
功
行
賞
を

計
る
の
は
、
賞
罰
の
権
を
握
る
君
主
へ
の
越
権
行
為
も
甚
だ
し
い
。
臣
下
は
ど
こ
ま

で
も
臣
下
の
職
分
を
守
り
、
決
し
て
君
主
権
を
侵
害
す
べ
き
で
は
な
い
。

　
以
上
が
公
孫
龍
の
展
開
す
る
論
理
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
通
変
論
と
同
じ
く
、
一
方

で
平
原
君
が
宰
相
と
し
て
君
主
を
補
佐
す
る
政
治
体
制
を
容
認
し
な
が
ら
も
、
他
方

で
そ
の
立
場
に
厳
し
い
制
約
を
課
し
、
血
族
と
し
て
君
主
を
補
佐
し
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
利
禄
目
当
て
に
臣
従
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
の
、
己
れ
の
名
分
を
逸
脱
せ

ぬ
よ
う
、
強
く
自
制
を
求
め
る
姿
勢
が
読
み
取
れ
る
。
平
原
君
を
「
無
能
」
「
無
功
」

と
暫
言
し
て
悼
ら
ぬ
公
孫
龍
の
態
度
か
ら
も
、
通
変
論
の
理
論
を
形
成
し
た
公
孫
龍

の
意
図
を
、
平
原
君
に
対
す
る
阿
諌
と
解
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。
公
子
執
政
な
る

一
時
的
便
法
に
よ
っ
て
急
場
を
し
の
ぎ
、
や
が
て
君
臣
が
そ
れ
ぞ
れ
の
本
分
を
守
り

つ
つ
、
協
力
し
合
っ
て
国
家
の
運
営
に
当
る
、
唯
一
正
常
な
国
家
体
制
へ
の
復
帰
を

希
求
す
る
点
に
こ
そ
、
通
変
論
の
真
意
が
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

結

言雪1
回I＝1

　
公
孫
龍
は
通
変
論
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
普
遍
者
た
ち
の
永
遠
性
や
独
立
性
を

守
護
せ
ん
と
試
み
た
。

　
そ
れ
は
、
「
未
だ
与
に
堅
為
ら
ざ
る
も
、
而
し
て
堅
は
必
ず
堅
な
り
。
其
の
石
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

物
を
堅
く
せ
ず
し
て
而
も
堅
な
り
」
と
か
、
「
若
の
白
な
る
者
必
ず
白
な
れ
ば
、
則

ち
物
を
白
く
せ
ず
し
て
而
も
白
な
り
」
と
、
堅
や
白
を
個
物
に
従
属
さ
せ
る
思
考
を
■

否
定
し
て
、
そ
の
独
立
性
を
守
ろ
う
と
す
る
堅
白
論
の
立
場
や
、
「
白
な
る
者
白
と

す
る
所
を
定
め
ざ
れ
ば
、
之
を
忘
る
も
可
な
り
。
白
馬
な
る
者
は
、
白
の
白
と
す
る

所
を
定
む
る
を
言
う
な
り
。
白
と
す
る
所
を
定
む
る
者
は
、
白
に
は
非
ざ
る
な
り
」

と
、
白
の
普
遍
性
を
守
ろ
う
と
す
る
白
馬
論
の
立
場
と
共
通
す
る
。

　
そ
し
て
ま
た
、
概
念
の
位
相
を
通
と
変
と
に
厳
密
に
区
分
し
、
概
念
問
の
不
当
な

併
合
や
移
行
を
否
定
せ
ん
と
す
る
点
で
は
、
「
白
馬
は
馬
に
非
ず
」
と
す
る
白
馬
論

や
、
「
其
の
位
す
る
所
を
出
ず
る
は
、
位
に
非
ず
。
其
の
位
す
る
所
に
位
す
る
は
正

な
り
。
其
の
正
な
る
所
を
以
て
、
其
の
不
正
な
る
所
を
正
す
。
其
の
不
正
な
る
所
を

以
て
、
其
の
正
な
る
所
を
疑
わ
ず
」
と
か
、
「
彼
を
彼
と
し
て
彼
に
止
ま
り
、
此
を

此
と
し
て
此
に
止
ま
る
は
、
可
な
り
。
比
を
彼
と
し
て
彼
且
に
此
な
ら
ん
と
し
、
彼

を
比
と
し
て
此
且
に
彼
な
ら
ん
と
す
る
は
、
可
な
ら
ず
」
と
す
る
名
実
論
の
立
場
と

も
合
致
し
て
い
る
。

　
各
個
物
が
、
自
ら
す
べ
て
の
実
体
を
具
備
し
て
い
る
と
思
い
あ
が
り
、
自
ら
が
普

遍
で
あ
り
永
遠
で
あ
る
と
詐
称
し
て
、
本
来
的
に
絶
対
他
者
で
あ
る
も
の
を
、
あ
た

か
も
自
己
に
固
有
の
属
性
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
己
れ
の
中
に
併
合
し
た
り
、
各
概

念
が
他
の
概
念
と
の
重
複
や
移
行
関
係
を
契
機
に
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
位
相
の
異
な
る
概
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念
を
包
摂
し
続
け
、
互
い
に
肥
大
化
す
る
事
態
を
放
置
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
待
ち

受
け
る
の
は
、
「
名
実
の
当
る
こ
と
無
き
」
（
通
変
論
）
錯
乱
で
し
か
な
い
。
ふ
り
返

れ
ば
、
実
を
は
み
だ
し
て
膨
張
せ
ん
と
す
る
名
と
名
の
衝
突
こ
そ
が
、
「
暴
す
れ
ば

則
ち
君
臣
争
い
て
、
両
っ
な
が
ら
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
」
（
同
）
と
、
臣
下
は
君
主
を

凌
が
ん
と
し
、
君
主
は
臣
下
を
弾
圧
せ
ん
と
し
て
、
互
い
に
相
手
の
領
域
を
侵
犯
し

合
う
、
杜
会
秩
序
の
破
壊
を
も
た
ら
し
て
き
た
。

　
永
遠
な
る
も
の
、
不
変
な
る
も
の
、
独
立
せ
る
も
の
、
日
々
に
「
道
喪
ぷ
」
世
界

の
混
乱
は
、
普
遍
者
た
ち
を
守
る
行
為
に
よ
っ
て
の
み
救
済
さ
れ
る
。

？註（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

　
拙
稿
「
『
公
孫
龍
子
』
指
物
論
の
立
場
　
　
そ
の
認
識
論
の
性
格
　
　
」
（
集
刊
東
洋

学
・
3
7
号
）
、
「
堅
白
石
　
公
孫
龍
に
於
け
る
対
象
認
識
の
様
相
　
」
（
島
根
大

学
教
育
学
部
紀
要
・
第
u
巻
）
、
「
白
馬
と
馬
の
問
　
　
　
『
公
孫
龍
子
』
白
馬
論
の
意

味
　
　
」
（
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
・
第
1
2
巻
）
。

　
た
と
え
ば
、
右
向
き
の
矢
印
が
円
柱
の
側
面
に
沿
っ
て
進
む
場
合
が
、
そ
れ
に
該
当

す
る
。

　
こ
の
前
後
は
、
原
文
で
は
「
日
、
右
荷
愛
、
安
可
謂
右
、
荷
不
愛
、
安
可
謂
愛
、
日
、

二
萄
無
左
又
無
右
、
二
者
左
與
右
、
奈
何
、
羊
合
牛
非
馬
、
牛
合
羊
非
鶏
」
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
文
は
前
後
の
論
理
展
開
か
ら
考
え
て
、
最
初
の
「
日
」
か
ら

「
奈
何
」
支
で
が
連
続
し
た
客
の
質
問
で
あ
り
、
後
の
二
句
は
そ
れ
に
応
ず
る
公
孫
龍

の
発
言
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。
故
に
二
番
目
の
「
日
」
の
位
置
は
、
「
奈
何
」

と
「
羊
合
牛
非
馬
」
の
問
に
移
動
さ
せ
る
べ
き
で
あ
り
、
私
見
に
よ
っ
て
改
め
た
。

　
「
雛
」
と
「
唯
」
は
古
く
通
用
し
た
。
『
墨
子
』
尚
賢
中
篇
に
「
故
唯
昔
三
代
聖
王
、

尭
舜
萬
湯
文
武
之
所
以
王
天
下
、
王
諸
侯
者
、
此
亦
其
法
已
」
、
非
命
上
篇
に
「
今
難

母
求
執
有
命
者
之
言
」
と
あ
る
の
や
、
銀
雀
山
漢
墓
か
ら
出
土
し
た
竹
簡
本
『
孫
子
』

虚
実
篇
に
「
敵
唯
衆
」
と
あ
る
の
が
、
そ
の
例
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
「
或
」
を
恒
常
の
意
に
解
し
た
。
『
老
子
』
・
第
四
章
に
「
或
不
盈
」
と
あ

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

る
の
が
そ
の
例
で
、
河
上
公
注
は
「
或
、
常
也
」
と
語
釈
す
る
。
も
と
よ
り
、
こ
こ
を

あ
る「

或
い
は
」
と
読
ん
で
、
両
者
の
間
に
共
通
し
な
い
要
素
が
存
在
し
て
も
、
な
お
あ
る

内
包
に
よ
っ
て
は
、
両
者
が
同
類
を
形
成
す
る
事
例
で
あ
る
、
と
解
釈
す
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
場
合
で
も
、
牛
・
羊
・
馬
・
鶏
四
者
間
の
同
異
を
決
定
す
る

際
に
は
、
結
果
的
に
牛
と
羊
と
が
恒
常
的
に
同
類
を
組
む
点
に
変
わ
り
は
な
い
。

　
公
孫
龍
は
、
順
序
数
と
計
量
数
の
性
質
を
厳
重
に
区
別
す
る
思
考
に
よ
っ
て
、
数
概

念
を
実
体
化
せ
ん
と
し
て
い
る
。
Ω
α
註
H
が
自
然
数
は
す
べ
て
、
H
l
I
一
早
N
l
I
｛
P

一
＆
一
∪
｛
＆
の
よ
う
に
表
記
で
き
る
と
し
て
、
順
序
数
と
計
量
数
の
性
質
を
同
時
に
表

示
し
う
る
方
法
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
数
を
人
間
の
観
念
的
思
弁
の
表
象
・
符
号
に

過
ぎ
ぬ
と
し
て
、
「
整
数
は
神
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
。
そ
の
他
す
べ
て
の
も
の
は
人

問
が
造
っ
た
」
（
内
昌
冒
O
吋
實
）
と
す
る
数
の
実
体
化
を
全
面
的
に
否
定
し
た
こ
と
は
、

こ
の
点
で
示
唆
的
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
は
足
概
念
を
実
体
化
す
る
思
考
で
、
『
荘
子
』
天
下
篇
の
所
謂
「
弁
者
二
十
一

条
」
の
中
に
も
「
籍
三
足
」
と
見
え
、
戦
国
期
の
弁
者
の
間
に
伝
承
さ
れ
た
著
名
な
論

題
で
あ
っ
た
。
『
呂
氏
春
秋
』
淫
辞
篇
に
、
「
孔
穿
公
孫
龍
相
與
論
於
牛
原
君
所
。
深
而

辮
、
至
於
藏
三
牙
、
公
孫
龍
言
藏
之
三
牙
甚
辮
。
…
…
謂
藏
三
牙
、
甚
難
而
實
非
也
。

謂
藏
雨
牙
、
甚
易
而
實
是
也
。
…
…
」
と
記
さ
れ
る
「
三
牙
を
蔵
す
る
の
弁
」
も
、
鼎

の
取
手
は
両
側
に
一
個
ず
つ
の
二
個
で
は
な
く
、
三
個
存
在
す
る
と
言
う
も
の
で
、
原

理
的
に
は
同
様
の
議
論
で
あ
る
。
そ
の
理
論
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
『
公
孫
龍
子
』

の
亡
侠
し
た
八
篇
の
中
に
専
論
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
前
記
の
資
料
で
こ
と
さ
ら
に

「
藏
」
が
強
調
さ
れ
る
点
よ
り
す
れ
ば
、
普
遍
的
な
足
概
念
が
一
時
的
に
個
物
に
宿
り
、

個
物
が
普
遍
概
念
を
内
蔵
す
る
期
間
だ
け
、
そ
の
発
現
形
と
し
て
の
具
体
的
な
足
が
存

在
す
る
、
と
い
っ
た
形
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　
二
十
家
子
書
本
で
は
「
若
」
字
が
な
く
、
道
蔵
本
に
よ
り
補
っ
た
。
謝
希
深
の
注
に

も
、
「
若
左
右
之
不
相
雑
」
と
あ
る
。

　
つ
ぎ
の
G
a
に
至
っ
て
明
確
に
な
る
こ
と
で
あ
る
が
、
公
孫
龍
は
青
を
臣
下
に
、
白
を

君
主
に
配
当
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
反
は
君
主
が
上
に
向
か
っ
て
尊
く
、
臣
が
下

に
向
か
っ
て
卑
い
方
向
性
を
、
対
は
君
主
が
下
に
向
か
っ
て
統
治
し
、
臣
が
上
に
向
か

っ
て
服
従
す
る
方
向
性
を
、
そ
れ
ぞ
れ
含
ん
だ
思
考
で
あ
ろ
う
。

普
遍
者
た
ち
（
浅
野
）



普
遍
者
た
ち
（
浅
野
）

　
　
　
（
1
0
）
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（
u
）

　
こ
の
点
は
、
金
は
木
に
勝
ち
、
木
は
土
に
勝
ち
、
土
は
水
に
勝
ち
、
水
は
火
に
勝
ち
、

火
は
金
に
勝
っ
、
と
す
る
五
行
相
勝
説
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
木
が
金
を
賊
す
る

の
は
、
確
か
に
金
が
木
に
勝
っ
と
の
理
法
に
対
す
る
反
逆
と
言
え
る
。
と
こ
ろ
が
相
勝

説
に
従
え
は
、
木
－
青
－
臣
下
は
土
－
黄
－
公
子
執
政
に
本
来
的
に
勝
つ
こ
と
に
な

り
、
通
変
論
の
内
容
と
は
そ
ぐ
わ
な
い
。
ま
た
方
角
の
配
当
に
関
し
て
も
、
五
行
説
で

は
土
－
黄
が
中
央
を
占
め
、
や
は
り
公
孫
龍
の
政
治
論
と
は
適
合
し
な
い
。

　
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
古
侠
書
『
伊
丑
ノ
九
主
』
の
政
治
思
想
」
（
島
大
国

文
・
第
1
2
号
）
参
照
。

（
島
根
大
学
教
育
学
部
国
語
研
究
室
）


